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市政トピックス（千曲線が開通など）

叙勲受章者の紹介など

節電・省エネにご協力を

環境調査の結果
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地域を守る力。消防団

私たちの郷土千曲市を守る消防団員を募集しています。
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市消防団員数と団員平均年齢の推移（グラフ2）
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地
域
を
守
る
力
。
消
防
団

■
消
防
団
と
は

消
防
団
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署

と
同
じ
く
、
消
防
組
織
法
に
基
づ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
設
置
さ

れ
る
消
防
機
関
で
す
。

消
防
団
員
は
、
自
分
の
本
業
を
持

ち
な
が
ら
活
動
を
行
な
っ
て
い
る

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
、

「
住
民
の
安
心
と
安
全
」を
守
る
重

要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

ま
た
、
音
楽
の
演
奏
を
通
じ
て
住

民
と
消
防
の
融
和
を
は
か
り
、
消
防

活
動
の
広
報
に
あ
た
る
た
め
に
編

成
さ
れ
た
消
防
音
楽
隊（
ラ
ッ
パ
分

団
）も
あ
り
ま
す
。

■
消
防
団
の
活
動

○
火
災
が
発
生
し
た
と
き

　
初
期
消
火
か
ら
再
燃
警
戒

　
交
通
整
理

　
住
民
の
避
難
誘
導

○
風
水
害
や
震
災
が
発
生
し
た
と
き

　
救
助
活
動

　
水
防
活
動

　
給
水
活
動

　
危
険
箇
所
の
巡
視
・
監
視

消防団

【
特
集
】

地 域を守る力。

■
頻
発
す
る
自
然
災
害
な
ど

平
成
23
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震

災
を
は
じ
め
、
平
成
28
年
に
は
熊
本

地
震
が
発
生
。昨
年
は
九
州
北
部
豪

雨
に
よ
り
、
山
間
部
の
河
川
が
増
水
、

氾
濫
し
た
こ
と
で
土
砂
崩
れ
な
ど
も

発
生
し
ま
し
た
。

県
内
で
は
、
平
成
26
年
に
白
馬
村

を
震
源
と
し
た
神
城
断
層
地
震
が
発

生
。
先
月
の
12
日
に
は
、
県
北
部
を

震
源
と
す
る
震
度
5
弱
の
地
震
が
起

こ
り
ま
し
た
。

こ
の
先「
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
」と
言
わ
れ
続
け
て
い
る
、
南

海
ト
ラ
フ
に
よ
る
巨
大
地
震
や
糸
魚

川
‐
静
岡
構
造
線
断
層
帯
地
震
な
ど

の
脅
威
も
あ
り
ま
す
。

災
害
時
に
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
も
、
地
域
を
守
る
消
防
団

の
力
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

■
入
団
へ
の
意
識

内
閣
府
が
平
成
24
年
に
全
国
の
20

歳
以
上
の
男
女
約
１
８
０
０
人
に
行

な
っ
た「
消
防
に
関
す
る
特
別
世
論

調
査
」で
は
、
入
団
を
勧
誘
さ
れ
た
ら

「
入
る
」と
答
え
た
人
が
約
18
％
で
、

「
入
ら
な
い
」と
答
え
た
人
が
約
73
％

で
し
た
。

「
入
ら
な
い
」と
答
え
た
人
で
入
団

し
な
い
理
由
は
、「
体
力
に
自
信
が
な

地
域
防
災
の
要
で
あ
る

消
防
団
。

し
か
し
、
団
員
数
は
年
々

減
少
し
、
平
均
年
齢
も
上
が

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
若
い
世
代
の

団
員
確
保
が
当
市
を
含
め
、

全
国
で
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。地

域
に
欠
か
せ
な
い
消

防
団
の
役
割
を
知
り
、
あ
な

た
も
地
域
を
守
る
一
員
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

○
そ
の
他
の
活
動　

　
火
災
予
防
の
広
報
や
災
害
防
止
の

警
戒

　
消
防
技
術
や
知
識
の
習
得

■
市
消
防
団
の
編
成

市
内
に
は
、
団
長
と
副
団
長
の
計

４
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
市
消
防
団

本
部
と
、
市
内
を
管
轄
す
る
13
の
分

団
が
あ
り
ま
す
。（
市
条
例
定
数
は

８
３
４
人
）

現
在
、
分
団
に
は
７
８
２
人
の
消

防
団
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

所属 管轄地区（大字） Ｈ３０実員数

第 1 分団 屋代・粟佐 44 人
第 2 分団 雨宮・土口・生萱 40 人
第 3 分団 森・倉科 55 人
第 4 分団 寂蒔・鋳物師屋・打沢・小島・桜堂 50 人
第 5 分団 杭瀬下・新田・中 39 人
第 6 分団 稲荷山・野高場・桑原 65 人
第 7 分団 八幡 91 人
第 8 分団 磯部・戸倉・戸倉温泉 91 人
第 9 分団 若宮・羽尾・須坂 77 人
第 10 分団 上徳間・内川・千本柳・小船山 68 人
第 11分団 上山田（北部）・上山田温泉 48 人
第 12 分団 上山田（南部）・力石・新山 70 人
ラッパ分団 市内全域 44 人

分団管轄地区と分団実員数（H30.4.2現在）

▲豪雨災害の中、路面保護を行なう消防団▲建物火災で消火活動をする消防団

い
」「
高
齢
で
あ
る
」「
職
業
と
両
立

し
そ
う
に
な
い
」の
回
答
が
上
位
で

し
た
。（
グ
ラ
フ
１
）

当
市
を
含
む
全
国
の
多
く
の
消
防

団
で
は
、社
会
環
境
の
変
化（
少
子
化

に
よ
る
若
年
層
の
減
少
、
就
業
構
造

の
変
化
、
地
域
社
会
へ
の
帰
属
意
識

の
希
薄
化
な
ど
）を
受
け
て
消
防
団

員
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
若
い
世
代
の
入
団
者
が

増
え
な
い
た
め
、
消
防
団
員
の
平
均

年
齢
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。（
当
市
の

現
状
は
グ
ラ
フ
２
）

■
地
域
を
守
る
の
は
「
あ
な
た
」

大
規
模
災
害
時
に
地
域
を
守
る
の

は
、
警
察
や
消
防
署
で
は
な
く
、
地

理
地
形
に
精
通
し
、
即
時
に
対
応
で

き
、共
助
の
要
で
あ
る
消
防
団
で
す
。

現
在
所
属
し
て
い
る
団
員
に
も
、

家
族
や
仕
事
が
あ
り
ま
す
。し
か
し

「
地
域
を
守
る
」と
い
う
使
命
感
を
持

っ
て
、
職
場
や
家
族
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
自
分
の
活
動
で
き
る
範
囲
で

地
域
を
守
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。消

防
団
員
の
減
少
と
高
齢
化
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
、「
あ
な
た
」の

力
が
必
要
で
す
。

0 10 20 30 40 50

消防団に入団しない理由（グラフ1）

46.7

39.3

29.6

体力に自信がない

高齢である
職業と両立
しそうにない

（％）

（複数回答、全17項目のうち上位3項目）
平成24年消防に関する特別世論調査

（内閣府）より

特集

■
消
防
団
員
の
減
少
と

　
　
　
　
　
　
　
平
均
年
齢
の
上
昇
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消防団の年間スケジュール消防団協力事業所表示制度

月 活動内容

1 月 消防団出初式（パレード・表彰）
3 月 春の全国火災予防運動（広報）

4 月
消防団任命式（新幹部、新入団員に辞令交付）
規律訓練（新入団員などが対象）

5 月 水防訓練
6 月～ 7 月 消防ポンプ操法大会

7 月 戸倉上山田温泉夏祭り警戒
9 月 市総合防災訓練
11 月 秋の全国火災予防運動（広報）
12 月 年末特別警戒

12 月～ 1月 一人暮らし高齢者家庭防火チラシ配布

地域を守る 熱い思い

　
　
限
会
社
山
﨑
自
動
車

　
　
　
工
場
で
働
く
山
﨑
さ

ん
は
、
地
域
の
先
輩
に
誘
わ

れ
て
入
団
し
、
今
年
で
９
年

目
を
迎
え
ま
す
。

山
﨑
さ
ん
は「
消
防
＝
飲

み
会
の
イ
メ
ー
ジ
で
面
倒
だ

と
思
う
人
も
い
る
。だ
け
ど
、

消
防
団
は
、
同
じ
世
代
や
違

う
業
種
の
人
た
ち
と
の
つ
な

が
り
が
作
れ
る
場
」と
消
防

団
の
魅
力
を
話
し
ま
す
。

消
防
団
に
所
属
し
な
が
ら

も
、
山
﨑
さ
ん
は
４
年
前
に

カ
ー
ベ
ル
千
曲
給
油
所
を
開

設
し
ま
し
た
。「
消
防
活
動
は

仲
間
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
の
で
、
仕
事
と
の
両
立
も

で
き
て
い
る
」と
言
い
ま
す
。

地
域
を
守
る
こ
と
に
つ
い

て「
自
然
災
害
が
起
き
た
と

き
に
、消
防
団
に
入
っ
て
い
れ

ば
、
な
に
か
協
力
し
合
え
る

こ
と
が
あ
る
。
災
害
時
に
た

だ
た
だ
突
っ
立
っ
て
見
て
い

る
こ
と
は
し
た
く
な
い
」と
熱

い
思
い
を
語
る
山
﨑
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
員
と

し
て
地
域
と
関
わ
っ
て
い
く

中
で
、「
地
域
か
ら
必
要
と
さ

れ
る
組
織
や
個
人
で
あ
り
続

け
た
い
」と
山
﨑
さ
ん
は
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
す
。

▲消火栓の点検を行なう山﨑さん

　
　

光
グ
ル
ー
プ（
㈱
八

　
　
　

光
、
㈱
八
光
電
機
、

㈱
八
光
興
発
）に
勤
務
し
て

い
る
西
沢
さ
ん
は
、
今
年
度

の
新
入
消
防
団
員
で
す
。

入
団
を
決
断
し
た
の
は
、

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
へ
、
恩

返
し
を
し
た
い
強
い
思
い
が

あ
っ
た
た
め
。
消
防
団
の
若

手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を

父
親
か
ら
知
り
、
自
ら
率
先

し
て
入
団
し
ま
し
た
。

西
沢
さ
ん
は「
消
防
団
に

は
、
自
分
と
年
齢
が
離
れ
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
と
て
も
優
し
く

て
、
年
齢
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
感

じ
ま
せ
ん
」と
笑
み
を
見
せ

ま
す
。

地
域
を
守
る
こ
と
に
つ
い

て「
消
防
活
動
の
魅
力
を
伝

え
る
自
分
の
姿
を
見
て
、
若

手
の
人
が
入
団
し
て
く
れ
る

よ
う
な
存
在
に
な
れ
た
ら
」

と
今
後
の
意
気
込
み
を
語
る

西
沢
さ
ん
。

「
消
防
団
の
活
動
は
ま
だ
、

１
回
し
か
行
な
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
応
援
し
て
く
れ
る
家

族
の
た
め
に
も
、
仕
事
と
両

立
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」と
西
沢
さ
ん
は
話
し
ま

す
。

消防団出初式

消防団任命式

主な消防団の活動です。これとは別に広報活動、
訓練が行なわれる分団もあります。

水防訓練

防災訓練

年末特別警戒

山﨑拓哉
第1分団所属

さん（34歳）

「消防団は、人と人とのつながり」
有

この制度は、消防団の活動に協力してい
る事業所が重要な社会貢献を果たしてい
ることを広く知らせるものです。認定を受
けると消防団協力事業所表示制度マーク
を使用できるほか、さまざまな優遇措置が
あります。

■長野県による優遇措置

　消防団活動協力事業所応援減税（法人事業税、個人事業税）
　建設工事等入札参加資格における優遇
　森林整備業務の入札（総合評価方式）における優遇
　物件の買入れ等の競争入札参加資格での優遇
　中小企業振興資金における貸付利率の優遇　　など

なお、認定には要件があります。詳細は更埴庁舎危機管理防災課
に問い合わせてください。

▲「消防団協力事業所
　表示制度」表示マーク

当社では、社会貢献、地域貢献の一
環として、従業員の消防団活動を支援
しています。支援するうえで、重要な
ことは、消防団活動をしやすい環境づ
くりです。協力事業所が増えること
で、消防団への協力の思いがもっと広
がってほしいですね。

内山　政彦

消防団協力事業所の声

消防団

【
特
集
】

地 域を守る力。

西沢龍太
第8分団所属

さん（19歳）

「地域への恩返しをしたい」

さん（53 歳）
八光グループ自衛消防隊長

▲打
だしょう

鐘をする西沢さん

八

広報活動
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合併の総仕上げ

6月 2 3日、都市計画道路千曲線

（鋳物師屋・寂蒔区間）が開通

現
在
、
工
事
を
進
め
て
い
る
都

市
計
画
道
路
千
曲
線
が
6
月
23
日

（
土
）に
開
通
し
ま
す（
新
田
南
交
差

点
か
ら
寂
蒔
方
面
の
約
６
５
０
㍍
）。

同
日
午
前
中
に
開
通
式
を
開
催

し
、
正
午
よ
り
一
般
車
両
の
通
行
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
開
通
区
間
か
ら
南
側
の
未

改
良
区
間（
約
５
０
０
㍍
）に
つ
い
て

も
順
次
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■問い合わせ先　更埴庁舎・建設課（内線5614）

市政トピックス

▲９月に供用開始する更埴体育館

埴生小

埴生中

平和橋

打沢

杭瀬下

新庁舎

新体育館

新田伊勢社

新田南

中

屋代駅

千 

曲 

川

開通区間

市消防ポンプ操法大会

消防団

【
特
集
】

地 域を守る力。

ＮＥＷＳ

ポンプ車操法の部 開　会　式 小型ポンプ操法の部

イチオシ

消防技術の向上と士気の高揚を目的とした消防ポンプ操法大会が開催されます。
ポンプ操法は、火災現場において、安全、確実、迅速に消火活動を行なうための重要な消防技術です。
各チームとも優勝を目指し練習を積み重ね、技術に磨きをかけて大会に臨みます。

■期日 ■競技時間

■会場

6 2 4月 日（日） 午前 8 時～

大西緑地公園

        消防団員になろう！

■入団要件
○市内に居住、または勤務している人。
○18歳以上で心身ともに健全な人。
＊学生でも入団できます。ただし高校生以下

は入団できません。

■入団フローチャート

　市消防団に
知り合いがいる

市危機管理
防災課に連絡

知り合いを通
じて入団手続き

は い

いいえ

入 団 完 了
入団届けの提出

入団届けの提出

■待遇
○制服、活動服の貸与
○年額報酬（市から報酬が支払われます）
○出動手当（災害や訓練時に出動した際、市から
　手当てが支払われます）
○公務災害補償（消防団活動中に負傷などした場
　合、療養補償や休業補償などが受けられます）
○退職報償制度（消防団員を退職したとき、退職
　報奨金が支払われます）
○消防団サポートショップでの優待サービスなど
＊詳細は問い合わせてください。

■問い合わせ先　更埴庁舎・危機管理防災課
　　　　　　　　（内線5252）

消防団は、住民の生命、身体、財産を災害から守
り、災害の被害を軽減することを任務としていま
す。しかし、団員数が減少するなかでは、後継者が育
っていきません。

住民の把握が難しくなった現代社会において、災
害が起きたとき、地元を知る消防団の力は必須で
す。地域の皆さんには、今後も新入団員の確保にご理
解をお願いします。我がふるさとをみんなで守って
いきましょう。

■千曲市公式 YouTube チャンネル

消防団の魅力が詰まった CM を、消防団員が作成しま
した。

▲千曲市公式 YouTube チャンネル

市施設へ企業名などの愛称を付与

▲都市計画道路千曲線
　（鋳物師屋・寂蒔区間）

消防団長

武井郁郎さん

■郵送・問い合わせ先　スポーツ振興課
  （〒389-0806　千曲市大字磯部1406番地1戸倉体育館内、

℡026-276-1731）

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は
、
市
が

所
有
す
る
施
設
な
ど
の
名
称
に
、
企

業
名
や
商
品
名
な
ど
の
愛
称
を
一
定

期
間
、
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
権
利

（
命
名
権
）で
す
。

今
回
、
更
埴
体
育
館
の
命
名
権
者

（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ
ー
ト
ナ

ー
）と
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ
ー
ト
ナ

ー
は
命
名
権
の
対
価（
命
名
権
料
）

を
市
へ
納
め
ま
す
。

■
施
設　
更
埴
体
育
館

■
命
名
期
間　
9
月
1
日
か
ら
3
年

7
か
月

■
命
名
権
料　
年
額
２
0
０
万
円
以

上（
税
込
）

＊
12
か
月
換
算
で
す
。

■
公
表
及
び
普
及　

○
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ
ー
ト
ナ

ー
の
公
表

　
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
、法
人
等
名
、命
名
期
間
、

命
名
権
料
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

○
愛
称
の
普
及

　
広
報
印
刷
物
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
愛
称
を
積
極
的
に
使
用
し

ま
す
。

■
申
込
方
法　
６
月
26
日（
火
）ま

で
に
書
類
を
持
参
す
る
か
、
書
留

で
郵
送（
当
日
必
着
）し
て
く
だ

さ
い
。

＊
申
込
書
類
や
応
募
条
件
な
ど
の
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ネーミングライツ・

パートナーと愛称を募集
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春の叙勲

家
庭
の
省
エ
ネ
を
考
え
よ
う

家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
、
皆
さ
ん
が
少
し
ず
つ
節

電
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

家
庭
の
中
で
特
に
電
気
消
費
量
が
多
い
の
は
、

電
気
冷
蔵
庫
、
照
明
器
具
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

電
気
温
水
器
の
５
つ
で
す
。こ
れ
ら
を
は
じ
め
と

す
る
家
電
製
品
を
上
手
に
使
う
こ
と
で
、
効
果
的

に
節
電
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■消すときは、主電源を OFF に

■問い合わせ先　更埴庁舎・環境課（内線5414）

節電・省エネにご協力を
～家庭でできる節電アクション～

U

T

S

R

Q

P

O

N

M

L

K

J

I

H

G

世帯当たり電気使用料

4,618kWh/ 年

（2009 年）

電気冷蔵庫
14.2％

照明器具
13.4％

テレビ
8.9％

エアコン 7.4％

電気便座 3.7％電気計算機 2.5％

ジャー炊飯器 2.3％

電子レンジ 1.8％

ネットワーク機械類
1.1％

DVD レコーダー 1.0％

ビデオテープレコーダー
0.6％

電気温水器 5.4％
エコキュート 3.8％

食器洗い乾燥機 3.7％電気ポット 3.2％

洗濯機・洗濯乾燥機 2.1％

電気カーペット 2.0％

電気厨房（IH）1.5％

電気こたつ 0.8％

衣類乾燥機 0.3％

電気機器その他
20.3％

家庭製品別の消費電力量の比較

出典：資源エネルギー庁 平成22年度省エネルギー政策分析調査事業「家庭におけるエネルギー消費実態について」
        ＊資源エネルギー庁平成21年度民生部門エネルギー消費実態調査及び器機の使用に関する調査より
        日本エネルギー経済研究所が試算（注：エアコンは2009年の冷夏・暖冬影響を含む）。

家庭でできる節電、　　つのポイント●６
●1 こまめにスイッチオフ ●2 待機電力を削減 ●3 エアコンで節電

●4 冷蔵庫で節電 ●5 照明で節電 ●6 テレビで節電

リモコン待ち状態でもエネルギーを
消費しているので、主電源を消しま
しょう。

アクション
家庭で節電

■省エネ型の照明器具に買換えよう

白熱電球を利用している場合は、な
るべく消費電力が少ない電球型蛍光
灯や LED 電球に買換えましょう。

また、照明器具
の 明 る さ や 点
灯 時 間 を 調 節
して、節電しま
しょう。

アクション
家庭で節電

アクション
家庭で節電

アクション
家庭で節電

■スイッチオフで電気使用は必要最小限

照明も電化製品も必要なときだけ使い、
使わない場合は、こまめにスイッチを切

りましょう。
長 時 間 使 用
し な い と き
は、プラグを
抜 い て お き
ましょう。

アクション
家庭で節電

待機時消費電力を減らすための便利
な機器や機能として、「スイッチ付

きタップ」や
「オートオフ
機能」があり
ます。

■使用していない場合にも電力が

　消費される待機電力を削減

アクション
家庭で節電

■室内温度を適温に

夏の冷房時の室温
は28℃を目安に、
冬の暖房時の室温
は20℃を目安に
しましょう。

×
■扉の開閉時間を短く

開閉が多いと冷気が逃げてしまいま
す。余分な開閉はしないようにしましょ

う。また熱いも
のは、冷まして
から冷蔵庫に入
れると、余分な
エネルギーがか
かりません。

内閣府は４月２９日付けで、春の叙勲受章者を
発表しました。国家または公共に対して功労の
あった人などを対象に発令されます。

春の叙勲

平成8年に上山田町長に当選
し、千曲市発足により自動失職
した平成15年までの6年にわた
り上山田町の発展に貢献。また
平成19年から平成23年の４年
にわたり県議会議員として県
の発展に尽力されました。「今
までのご支援に対し、感謝申し
上げたい」と述べていました。

危険業務従事者叙勲
内閣府は４月7日付けで、危険業務従事者叙勲受
章者を発表しました。非常に危険性の高い業務
に従事した人などを対象に発令されます。

旭　日

双光章

元上山田町長 小山 立さん（上山田）

春の叙勲

教員を37年間勤められ、市立
屋代小学校長などを歴任。退
職後は市教育長を務められ、
教育の振興と進展に尽力され
ました。「大勢の皆様方のお支
えがあって、この日を迎えるこ
とができました。心より感謝
申し上げます。ありがとうござ
いました」と述べていました。

瑞　宝

双光章

元公立小学校長 　川 弘義さん（屋 代）

危険業務

警察官を37年間勤められ、
主に総務・交通警察などを
歴任し、地域住民の安全・安
心、治安維持に尽力されまし
た。「この日を迎えられるの
もご支援、応援していただい
た方のおかげです。ありがと
うございました。」と述べて
いました。瑞　宝

単光章

元県警視 湯浅 幸美さん（小船山）

従事者叙勲

このほかに、受賞された方を紹介します。
○危険業務従事者叙勲　瑞法単光章

森 保
や す よ し

美 さん （羽 尾）

元千曲坂城消防組合消防監

小
型
家
電
の
部
品
に
は
、
貴
重
な
資
源

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
活
用
や
、
ご
み

の
減
量
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
実
施
日　
６
月
10
日（
日
）午
前
８
時

30
分
～
10
時（
雨
天
決
行
）

■
会
場　
更
埴
庁
舎
第
一
駐
車
場
、
戸
倉

庁
舎
駐
車
場

■
回
収
品
目　
電
気
や
電
池
で
動
く
小
型

電
子
機
器
や
家
電
製
品

■
回
収
で
き
な
い
も
の

①
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目（
テ
レ

ビ
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯
機
・
乾

燥
機
・
エ
ア
コ
ン
）

②
フ
ロ
ン
を
使
用
し
た
も
の（
除
湿
機
、

冷
風
機
、製
氷
機
な
ど
）

③
事
業
活
動
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
使
用
済

小
型
家
電

■
注
意
事
項

　
電
気
こ
た
つ
は
電
球
部
分
の
み
、
電
気

カ
ー
ペ
ッ
ト
や
電
気
毛
布
は
コ
ー
ド
を

含
む
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
部
分
の
み
回
収

で
き
ま
す
。

＊
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

か
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
廃
棄
物

対
策
課（
内
線
５
４
２
３
）

使
用
済
小
型
家
電
の
無
料
回
収

＊叙勲は国や公共への功績を上げた人が、国
家から勲章を授かる栄典「表彰制度」のひ
とつです。

　旭日章は顕著な功績を上げた人、瑞宝章は
公共的業務に長年従事された人が対象とな
り、それぞれ大綬章・重光章・中綬章・小
綬章・双光章・単光章の6段階に区分され
ています。
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環境調査の結果

市
で
は
、
生
活
環
境
を
保
全

し
、
よ
り
住
み
良
い
環
境
を
目
指

し
て
、
一
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。
観
測
地
点
で
の
具
体
的
な
数

値
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

【
市
内
主
要
河
川
水
質
調
査
】

　
市
内
を
流
れ
る
24
の
河
川
で
、

水
質
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
河
川
の
性
質（
Ｐ
Ｈ
）と
水
質

の
汚
濁
を
示
す
指
標（
Ｂ
Ｏ

Ｄ
、Ｓ
Ｓ
）、大
腸
菌
群
数
を
調

査
し
ま
し
た
。

【
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
調
査
】

　
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
、
大
気

2
地
点
、
土
壌
2
地
点
、
川
底

1
地
点
で
調
査
を
し
ま
し
た
。

【
大
気
汚
染
調
査
】

　
更
埴
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
周
辺

で
、
高
速
道
路
を
通
行
す
る
自

動
車
の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気

の
汚
染
状
況
の
調
査
を
し
ま
し

た
。

【
騒
音
測
定
調
査
】

　
高
速
道
路
と
新
幹
線
沿
線
で
騒

音
測
定
調
査
を
し
ま
し
た
。

＊
調
査
結
果
が
環
境
基
準
を
超
え
る

場
合
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
や

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要
望
し
、
改
善
な

ど
の
要
請
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
幹
線
道
路（
国
道
４

０
３
号
ほ
か
１
路
線
）の
騒
音
の

状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
自
動
車

交
通
騒
音
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

【
融
雪
剤
散
布
飛
散
影
響
調
査
】

　
冬
の
降
雪
時
に
、
長
野
自
動
車
道

（
八
幡
中
原
地
区
）で
散
布
さ
れ

る
融
雪
剤
に
つ
い
て
、
沿
線
の
畑

な
ど
に
ど
の
く
ら
い
の
量
が
、
ど

の
く
ら
い
遠
く
ま
で
飛
散
し
て
い

る
の
か
調
査
を
し
ま
し
た
。

【
工
場
排
水
調
査
】

　
市
内
の
食
料
品
な
ど
を
製
造
す
る

有
機
系
の
事
業
所
９
社
、
電
子
部

品
な
ど
を
製
造
す
る
無
機
系
の
事

業
所
４
社
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
の

事
業
所
２
社
、
畜
産
業
の
事
業
所

1
社
で
調
査
を
し
ま
し
た
。

【
地
下
水
汚
染
調
査
】

　
市
内
を
13
に
分
け
た
地
区
別
調
査

と
、
そ
の
調
査
で
基
準
を
超
え
た

井
戸
の
追
跡
調
査
を
し
ま
し
た
。

調査 調査月 調査結果

市内主要河川水質調査 平成 29 年 7 月、11 月

PH、BOD、SS の測定値はおおむね基準値内でしたが、年２
回の調査ともに、調査対象 24 の河川のうち、22 の河川で大
腸菌群数は基準値を超えていました。
＊大腸菌群数が多いと汚染されている可能性があります。

ダイオキシン類測定調査 平成 29 年 11 月 すべての項目で環境基準を下回っていました。
大気汚染調査 平成 29 年 9 月 すべての項目で環境基準を下回っていました。

騒音測定調査

高速道路沿線
平成 29 年 10 月、11 月
新幹線沿線
平成 29 年 8 月
主要幹線道路
平成 30 年 1月

道路から 50 メートルの範囲にあるすべての住居などを対象
に、実測値や推計によって騒音レベルの状況を把握した結果、
対象戸数中、90.8％が昼夜ともに環境基準を下回っていま
した。

融雪剤散布飛散影響調査

第一期
平成 28 年 12 月から
平成 29 年 1月
第二期
平成 29 年 1月から2 月

環境への影響は、認められませんでした。

工場排水調査 平成 30 年 1 月 基準値を超える事業所はありませんでした。

地下水汚染調査 平成 29 年 11 月

硝酸、亜硝酸性窒素の基準値を超えているところが広く存在
していました。
＊井戸水を利用している場合は、1 年に 1 回は水質検査を
　してください。

３Ｒを実践して
　　ごみを減らそう

ご
み
の
総
量
１
万
２
１
２
４
㌧

平
成
29
年
度
に
家
庭
か
ら

出
さ
れ
た
ご
み
の
総
量
は

１
万
２
１
２
４
㌧
で
、
前
年
度
に

比
べ
１
７
０
㌧
減
少
し
ま
し
た
。

可
燃
ご
み
は
９
㌧
、
資
源
物
は

１
６
８
㌧
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
ま
し

た
が
、
不
燃
ご
み
は
７
㌧
増
加
し

ま
し
た
。
可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み

の
中
に
は
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
も
の
が
多
く
混
ざ
っ

て
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量
の
た
め

分
別
を
し
っ
か
り
行
な
い
、
ご
み

の
排
出
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

■申込・問い合わせ先　更埴庁舎・廃棄物対策課（内線5423）

可 燃ご み 不 燃ご み

ご み１袋あたりの処 理 費 用

2 2 0 円 4 7 0 円

＊平成28年度における可燃ごみ及び不燃ごみそれぞれ１
袋（5キロ）あたりの金額です。この処理費用は、収集運
搬にかかる経費や処理を行なう葛尾組合に支出する負
担金などの経費から算出したものです。

３
Ｒ
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

３
Ｒ
と
は「
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ
デ

ュ
ー
ス
・
発
生
抑
制
）、
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ

（
リ
ユ
ー
ス
・
再
使
用
）、
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ

ｌ
ｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
・
再
資
源
化
）」

の
頭
文
字
を
取
っ
た
言
葉
で
す
。

次
の
実
践
例
を
参
考
に
ご
み
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

【
３
Ｒ
の
実
践
例
】

■
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
発
生
抑
制
）

   

ご
み
も
資
源
も
元
か
ら
減
ら
す 

○
買
い
物
の
と
き
は
マ
イ
バ
ッ
ク
を

8,623

3,276

12,294

395

Ｈ25年度

家庭ごみの排出量の推移 可燃ごみ
不燃ごみ
資源物

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度

10,000

12,000

14,000

（t）

4,201

8,793

3,929

8,746

3,700

13,374 13,140 12,857

8,734
418 411439

8,614

3,108

12,124

402

持
参
す
る
。

○
マ
イ
箸
、マ
イ
カ
ッ
プ
を
使
う
。

○
食
べ
残
し
を
し
な
い
。

○
詰
め
替
え
商
品
を
選
ぶ
。

■
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
再
使
用
）

　
繰
り
返
し
長
く
使
う 

○
壊
れ
た
も
の
は
可
能
な
限
り
修
理

し
て
使
う
。

○
ま
だ
使
え
る
も
の
は
他
の
人
に
譲

る
。

■
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
再
資
源
化
）

   

資
源
と
し
て
再
び
利
用
す
る 

○
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る
。

○
地
球
に
優
し
い
エ
コ
マ
ー
ク
商
品

を
購
入
す
る
。

＊
市
で
は
、
資
源
物
の
回
収
を
行
な

う
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
区
・
自
治
会
に
対
し

て
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
約

５
１
６
万
円
、
区
・
自
治
会
に
約

４
５
３
万
円
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
奨
励
金
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
団
体

活
動
や
区
・
自
治
会
の
環
境
整
備

な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
分
別
を
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
資
源
回
収

や
区
・
自
治
会
の
資
源
物
収
集
所

に
出
す
こ
と
は
、
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
と
団
体
活
動
の
支
援
に
な
り

ま
す
。

生
ご
み
減
量
・

　
　
　
　
堆
肥
化
講
習
会

生
ご
み
は
可
燃
ご
み
の
中
で
も

多
く
の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
排

出
時
に
し
っ
か
り
と
水
切
り
や
、

堆
肥
化
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
申
請
に
よ
り
年
間
を
と

お
し
て
堆
肥
作
り
を
実
践
で
き
る

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
市
民

モ
ニ
タ
ー
事
業
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
期
日
・
場
所　

　
６
月
20
日（
水
）・
八
幡
公
民

館
　
６
月
27
日（
水
）・
埴
生
公
民

館
■
時
間　
午
後
１
時
30
分
か
ら
２

時
間
程
度

■
定
員　
15
人

■
参
加
費　
無
料

＊
堆
肥
化
に
必
要
な
材
料
な
ど
は

用
意
し
て
い
ま
す
。
講
習
を
受

け
た
日
か
ら
、
自
宅
で
取
り
組

め
ま
す
。

■
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
、

更
埴
庁
舎
廃
棄
物
対
策
課
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

Pick
Up

■問い合わせ先　更埴庁舎・環境課（内線5413）



市報千曲　平成30年6月  　12　　13　  市報千曲　平成30年6月

　千曲市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp　　　　　更埴庁舎　  　026-273-1004
　千曲市役所　℡026-273-1111（代表）　  　　　　　　　　　　　戸倉庁舎　  　026-275-0238
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  上山田庁舎　   　 026-276-0796ＦＡＸ

ＦＡＸ

ＦＡＸ

視覚障がい者などの皆さんに市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……

平
成
30
年
10
月
採
用
の
千
曲
市
職
員
（
社
会
人
経
験
者
）
を
募
集

県
外
か
ら
の
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
39
歳

（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）ま
で

の
社
会
人
経
験
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
試
験
区
分
・
募
集
人
員

○
上
級（
行
政
）社
会
人
経
験
者
・

5
人
程
度

■
受
験
資
格

　
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
人
。

○
民
間
企
業
な
ど
で
勤
務
経
験
が
平

成
30
年
5
月
末
ま
で
の
直
近
７
年

中
５
年
以
上
あ
る
人
。

○
採
用
時
点
で
千
曲
市
に
住
所
登
録

を
し
て
居
住
し
て
い
る
人
。

■
試
験
日
・
会
場

○
第
１
次
試
験　
7
月
8
日（
日
）

午
前
9
時
10
分
か
ら
更
埴
庁
舎
で

行
な
い
ま
す
。

○
第
２
次
試
験　
8
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
第
１
次
試
験

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　
6
月
4
日（
月
）か

ら
18
日（
月
）ま
で
の
土
・
日
曜

日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

■
応
募
方
法

　
更
埴
庁
舎
総
務
課
ま
た
は
案
内
所

に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、

更
埴
庁
舎
総
務
課
に
持
参
す
る

か
、郵
送（
当
日
消
印
有
効
）し
て

く
だ
さ
い
。

＊
受
験
案
内
・
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
総
務
課（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
大
字
杭
瀬

下
84
番
地
、内
線
５
２
１
３
）

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
募
集
要
件　
市
内
に
在
住
の
人

■
勤
務
場
所　
第
２
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

■
勤
務
期
間　
7
月
１
日
～
平
成
31

年
３
月
31
日

＊
常
勤
職
員
の
休
暇
日
に
代
わ
っ
て

の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分
の
う
ち
２
時
間
か
ら

６
時
間

■
賃
金　
時
給
８
６
０
円

非
常
勤
職
員
（
第
２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
代
替
調
理
員
）
を
募
集

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、6
月
20
日（
水
）ま
で

に
第
２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
持

参
す
る
か
、郵
送（
当
日
必
着
）し

て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
６
月
下
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
第
２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
〒

３
８
９

－
０
８
１
３　
千
曲
市
大

字
若
宮
６
４
０
番
地
、
℡
０
２
６

－
２
７
５

－

０
３
６
５
）

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
募
集
要
件　
市
内
に
在
住
の
人

■
勤
務
場
所　
第
１
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

■
勤
務
期
間　
7
月
１
日
～
平
成
31

年
３
月
31
日

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分

■
勤
務
日
数　
18
日
／
月

■
賃
金　
時
給
８
６
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、6
月
20
日（
水
）ま
で

非
常
勤
職
員
（
第
１
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
臨
時
給
食
調
理
員
）
を
募
集

に
第
１
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
持

参
す
る
か
、郵
送（
当
日
必
着
）し

て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験
　
６
月
下
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
第
１
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
（
〒
３
８
７

－

０
０
２
１ 

千
曲
市

大
字
稲
荷
山
１
２
４
０
番
地
、
℡

０
２
６

－

２
７
２

－

2
1
1
4
）

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
募
集
要
件　
市
内
に
在
住
の
人

＊
建
設
機
械（
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど
）の
運
転
・

作
業
技
能
を
有
す
る
、
建
設
業
の

従
事
経
験
者
を
希
望
し
ま
す
。

■
勤
務
場
所　
更
埴
庁
舎
建
設
課

■
勤
務
期
間　
7
月
１
日
～
平
成
31

年
３
月
31
日

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
勤
務
日
数　
一
般
職
員
に
準
ず

る
。

＊
災
害
対
応
及
び
除
雪
作
業
な
ど
に

非
常
勤
職
員
（
道
水
路
な
ど
の
維
持
管
理
・
補
修
作
業
員
）
を
募
集

よ
り
土
日
・
祝
日
及
び
時
間
外
に

勤
務
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　
日
額
６
４
２
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、6
月
15
日（
金
）ま
で

に
更
埴
庁
舎
建
設
課
に
持
参
す
る

か
、郵
送（
当
日
必
着
）し
て
く
だ

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
募
集
要
件　
保
健
師
の
資
格
を
有

し
、
普
通
自
動
車
免
許
が
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
更
埴
庁
舎
保
健
セ
ン

タ
ー

■
勤
務
期
間　
8
月
20
日
～
平
成
31

年
３
月
31
日

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
勤
務
日
数　
20
日
／
月

■
賃
金　
月
額
20
万
９
２
０
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
保
健
師
免
許
証
の
写

非
常
勤
職
員
（
保
健
師
）
を
募
集

し（
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
縮
小
）を
添

付
し
、6
月
14
日（
木
）ま
で
に
更

埴
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー
に
持
参
す

る
か
、郵
送（
当
日
消
印
有
効
）し

て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
６
月
下
旬
～
７
月
上

旬

さ
い
。

■
面
接
試
験　
６
月
下
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
建
設
課（
〒
３
８
７

－

8
5
1
1　
千
曲
市
大
字
杭
瀬

下
84
番
地
、内
線
５
６
１
６
）

＊
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁

舎
・
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
３
８
７

－

8
5
1
1　

千
曲
市
大
字
杭
瀬

下
84
番
地
、内
線
５
５
０
９
）

所
得
割
の
軽
減
率

■
対
象　
年
収
約
１
５
３
万
円
～
約

２
１
１
万
円
の
人　

　
平
成
28
年
度
ま
で　
５
割
軽
減

　
平
成
29
年
度　
　
　
２
割
軽
減

　
平
成
30
年
度
か
ら　
軽
減
な
し

均
等
割
の
軽
減
率

■
対
象　
元
被
扶
養
者（
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
す
る
前
日
に
、
家

族
の
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
で
被

扶
養
者
だ
っ
た
人
）

　
平
成
28
年
度
ま
で　
９
割
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
軽
減
率
の
変
更

　
平
成
29
年
度　
　
　
７
割
軽
減

　
平
成
30
年
度　
　
　
５
割
軽
減

　
平
成
31
年
度
か
ら　
後
期
高
齢
者

医
療
に
加
入
後
２
年
を
経
過
す
る

ま
で
の
間
に
限
り
、５
割
軽
減

＊
元
被
扶
養
者
で
あ
っ
て
も
、
世
帯

の
所
得
が
低
い
人
は
、
均
等
割

の
軽
減（
９
割
軽
減
、８・
５
割
軽

減
）が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
健

康
推
進
課（
内
線
６
２
５
５
）
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ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
駆
除

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
6
月

か
ら
9
月
に
か
け
て
発
生
し
ま
す
。

人
へ
の
直
接
的
な
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
幼
虫
が
洗
濯
物
や
家
の
壁
面

に
付
着
す
る
な
ど
生
活
環
境
上
の
被

害
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

■
発
生
時
期

○
第
１
化
期　

千
曲
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

市
で
は「
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

千
曲
川
を
き
れ
い
に
し
た
い
」と
い

う
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に

応
え
る
た
め
に
、
第
13
回
千
曲
川
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
す
。

広
範
囲
の
作
業
と
な
る
た
め
、
事

業
所（
企
業
）や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
の
参
加
を
募
集
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い

よ
う
に
、
地
区
別
の
区
域
割
り
を
設

農
業
用
水
利
施
設
維
持
管
理
者
の
紹
介

施設名 管理者 電話番号

埴科幹線水路 埴科郡土地
改良区 273-1237

更　埴　地　区

埴生分水門扉 大久保正志 272-4026
新田中村用水
分水門扉 長坂進一 273-0446

船山堰 小林豊雄 273-1073
西沖堰 田中幸雄 272-2308
高川原堰 武石　毅 274-2266
粟佐分水門扉 冨田昭男 272-2109
藤 ノ 木・ 屋 代
一重山分水門
扉

千曲市 273-1111
埴科郡土地

改良区 273-1237

大橋分水門扉 渡邊和巳 272-1795
一丁田新田用
水分水門扉 髙波和雄 272-2139

屋代山崎地区
水門扉 北澤健二 273-3914

郷津分水門扉 宮下征一郎 274-2362
大塚分水門扉 松﨑重雄 273-1947
日詰分排水門扉 春原英夫 273-0752
古川分水門扉 小林洋一 272-2831
蛇田分水門扉 千曲市 273-1111
屋代返町分水
門扉 瀧澤正人 272-0614

大堰排水門扉 神谷文子 272-2571
南沖耕地組合
用水ポンプ 北條昭宣 272-3477

鳥居町分水門扉   相澤  272-1863
来 光 塚・ 西 上
川原排水樋管 坂口公治 272-3226

石杭池 小山 太郎 274-0317
中村・岡森池 西村正宏 272-7110
柳田池 柳澤秀一 276-3996
山の神池 長谷川尚男 272-5490
郡・頭無池 和田泰夫 272-5126
薬師池 小林　茂 274-1026
横堰 小林哲男 274-1057
矢口池 緑川辰男 273-3337
遠見塚池 和田修一 274-1447
荏沢池 横澤　清 274-1471
なめ沢池・熊久
保池・二の沢池 宮本惣一 274-1517

平
成
30
年
度
の
各
施
設
の
維
持
管

理
者
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
各

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
管
理
者

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
埴
科

幹
線
水
路
と
主
要
分
水
門
の
利
用
に

○
埴
科
郡
土
地
改
良
区（
℡
０
２
６

－

２
７
３

－

１
２
３
７
）

○
上
山
田
庁
舎
・
農
林
課（
内
線

７
２
５
４
）

施設名 管理者 電話番号

西部土地改良区

西沖ほ場整備内 西部土地
改良区 214-2569

梨 窪 池・ 猿 飛
池・平沢池 和田義人 274-1079
大 池・ 八 幡 林
池・大口頭首工 佐藤利雄 272-5396
栃窪池 佐藤安雄 272-5415
矢崎頭首工 西沢芳信 272-3434

真光寺頭首工
下嵜雅信

（稲荷山） 274-1361
竹内正博
（西沖） 274-1293

松原頭首工 原康 272-5212
荏沢頭首工 竹内正博 274-1293
天浦頭首工 荒井忠男 274-1154
大雲寺（内池） 亀山正明 274-0572
大雲寺（外池） 藤岡金夫 273-2128
治田池（上池） 緑川袈裟利 274-1382
治田池（下池） 唐木沢清澄 273-3222

戸　倉　地　区

花 柄 池・ 前 山
池・仙ヶ原池・
山の神池

（湯沢水系）
西澤源治 276-3921

郷 津 池・ 芝 平
池・山の神池

（雄沢水系）
北村力男 276-6011

原新池 中澤具昭 276-5916
吉野機械揚水 金井榮一 276-5930
羽尾機械揚水 北村力男 276-6011
巾田機械揚水 塚田　厚 276-3242
戸倉大口水門 島田庄作 275-2115
若宮大口水門 髙松幹夫 275-1897

下三ヶ用水 埴科郡土地
改良区 273-1237

上山田地区（出水時水門操作）

六ヶ郷用水 六ヶ郷用水
組合 273-1111

力石東部水門 塚田治夫 82-3687  
力石南部水門 山﨑一 82-3306
力石西部水門 中村 彦 82-5311
三本木地区水門 田島愼司 275-2584
温泉地区水門 髙橋達夫 276-2144
新 堤 池・ 向 堤
池・大鹿池

漆原土地
改良区 276-2083

弁天池 千曲市 273-1111

平成30年度 農業用水利施設維持管理者 （敬称略） 農
業
用
に
必
要
な
か
ん
が
い
用
水

の
確
保
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
水
害
を

防
ぐ
た
め
に
、
各
地
区
に
水
門
や
た

め
池
な
ど
の
農
業
用
水
利
施
設
が
あ

り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
埴
科
郡
土
地
改
良
区
か

上
山
田
庁
舎
農
林
課
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
６
月
中
旬
～
７
月
上
旬

○
第
２
化
期　

　
８
月
上
旬
～
９
月
上
旬

■
防
除
方
法

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
発
生
初

　
期
の
駆
除
が
効
果
的
で
す
。

○
発
生
初
期　

　
幼
虫
は
ク
モ
の
巣
の
よ
う
な
白
い

巣
網
の
中
に
集
団
で
生
息
し
て
い

ま
す
。
巣
網
を
発
見
し
た
ら
、
そ

の
部
分
の
枝
を
切
り
取
り
、
踏
み

つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

○
発
生
中
期　

　
幼
虫
は
成
長
す
る
と
巣
網
か
ら
出

て
拡
散
し
ま
す
。

　
被
害
木
を
伐
採
す
る
か
農
薬
を
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
農
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、
正
し

く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
で
駆
除
で
き
な
い
場
合
は
、

近
く
の
造
園
業
者
や
害
虫
駆
除
業

者
へ
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
環

境
課（
内
線
５
４
１
3
）

け
ま
し
た
。
詳
細
は
市
報
6
月
号
と

一
緒
に
配
布
し
た「
回
覧
チ
ラ
シ
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
６
月
17
日（
日
）午
前
８

時
～
９
時

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
廃
棄
物
対
策
課（
内

線
５
４
２
３
）

市
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
が
拡
大

現
在
、
市
内
公
共
施
設
6
か
所

（
上
山
田
中
央
公
園
、
姨
捨
観
光
会

館
、
屋
代
駅
観
光
案
内
所
、
あ
ん
ず

の
里
観
光
会
館
、
稲
荷
山
宿
蔵
し

館
、
姨
捨
駅
）で
運
用
し
て
い
る
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
を
、
次
の

3
つ
の
施
設
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

○
更
埴
文
化
会
館（
イ
ン
ナ
ー
コ
リ

ド
ー
）

○
戸
倉
創
造
館（
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ロ
ビ
ー
）

○
上
山
田
文
化
会
館（
ホ
ワ
イ
エ
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る
だ

け
で
簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
が
り
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
考
慮
し
て
多
言

語
化
に
も
対
応
し
て
お
り
、
災
害
時

に
は
登
録
無
し
で
利
用
が
可
能
で

す
。

■
利
用
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
10
時

○SSID
 : C

hikum
a

‐Free

‐W
i

‐Fi

‐

■
問
い
合
わ
せ
先

　
更
埴
庁
舎
・
情
報
政
策
課（
内
線

５
３
６
２
）

2
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★更　埴　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-273-1004
★戸　倉　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-275-0238
★上山田庁舎　℡026-273-1111　FAX026-276-0796

○市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp

ご寄付・お知らせ

　募集・催し物

＊イベントなどで特別に記述がなければ、申し込みは不要、参加費は無料です。

視覚障がい者の皆さんなどへ、市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……

知

せ

ら

お
ご

付

寄

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
さ
ら
し
な
ル
ネ
サ
ン
ス 

様（
千
曲

市
）

　
【
寄
付
内
容
・
使
途
】　
市
内
保

育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

の
園
児
へ「
さ
ら
ち
ゃ
ん
」の
絵
本

１
７
０
０
冊
・
市
及
び
さ
ら
し
な

の
里
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

狩
猟
免
許
の
講
習
会
・
試
験

　
農
作
物
被
害
な
ど
に
よ
る
有
害
鳥

獣
駆
除
・
捕
獲
を
し
た
い
場
合
は
、

狩
猟
免
許
が
必
要
で
す
。

■
日
程　
下
段
の
表
の
と
お
り

＊
第
１
回
目
は
「
わ
な
猟
」
の
み

■
会
場　
長
野
県
長
野
合
同
庁
舎
５

　
階
会
議
室

●
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会

■
対
象
者　
狩
猟
免
許
試
験
を
受
験

　
し
よ
う
と
す
る
人

申込期間 講習会 試験日

　５月21日（月）～
　６月１日（金） ６月16日（土） ６月23日（土）

　９月３日（月）～
　９月14日（金） ９月25日（火） 10月２日（火）

　　平成31年
　１月11日（金）～
　１月25日（金）

平成31年
２月９日（土）

平成31年
２月1６日（土）

試験日程など

ひ
き
こ
も
り
家
族
支
援
の
つ
ど
い

●
昼
の
部

■
日
時　
６
月
７
日
（
木
）、
21
日

　
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

　
分

■
会
場　
戸
倉
人
権
は
つ
ら
つ
セ
ン

　
タ
ー

●
夜
の
部

■
日
時　
６
月
13
日
（
水
）
午
後
７

　
時
～
９
時

■
会
場　
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
５
０
７
）

歯
の
健
康
を
守
る
検
診　
　

■
対
象
者　

①
平
成
30
年
度
内
に
40
、
50
、
60
、

　
70
歳
に
な
る
人
（
対
象
者
に
は
市

　
よ
り
５
月
下
旬
に
通
知
し
て
い
ま

　
す
）

②
市
内
に
住
所
が
あ
る
妊
婦
（
母
子

　
健
康
手
帳
交
付
時
に
受
診
票
を
渡

　
し
ま
す
）

■
検
診
内
容　
歯
の
検
査
、
歯
肉
の

　
検
査
、
検
査
結
果
の
説
明
、
歯
科

　
保
健
指
導

■
費
用　
３
０
０
０
円
（
個
人
負
担

　
５
０
０
円
、市
補
助
２
５
０
０
円
）

■
検
診
期
間

①
６
月
１
日（
金
）～
12
月
28
日（
金
）

②
４
月
１
日
（
日
）
～
通
年

■
受
診
方
法
　

　
通
知
が
届
い
た
ら
、
市
内
歯
科
医

　
院
に
電
話
予
約
し
、
受
診
し
て
く

　
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
健

　
康
推
進
課
（
内
線
６
２
５
７
）

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診　

○
胃
が
ん
検
診

　
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
（
空
腹
時

　
に
バ
リ
ウ
ム
を
飲
み
、
エ
ッ
ク
ス

　
線
間
接
撮
影
を
し
ま
す
）

○
大
腸
が
ん
検
診

　
便
潜
血
反
応
検
査
（
専
用
の
容
器

　
２
本
に
便
を
採
り
、
検
診
の
会
場

　
で
回
収
し
ま
す
）

■
申
込
方
法

　
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い
合

　
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

＊
検
診
日
程
は
市
報
４
月
号
折
込
の

　
「
各
種
検
診
日
程
の
ご
案
内
」
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁

　
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー
（
内
線

　
５
５
０
９
）

お
詫
び
と
訂
正

先
月
中
旬
に
発
送
し
た
、
特
定
健

診（
個
別
健
診
）の
ご
案
内
の
一
部

医
療
機
関
情
報
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
や
ま
ざ
き
医
院（
上
徳
間
）の
健

診
指
定
日
・
健
診
時
間

■
訂
正
前

○
指
定
曜
日　
月
～
金　
午
前
10
時

～
11
時（
要
予
約
）

■
訂
正
後

○
指
定
曜
日　
月
～
金　
午
前
９
時

～
11
時（
予
約
は
不
要
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・

更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー（
内
線

５
５
０
８
）

■
受
講
料　
無
料
。
た
だ
し
、
講
習

　
会
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
（
３
２

　
４
０
円
）
を
、
講
習
会
当
日
に
各

　
自
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
狩
猟
免
許
試
験

■
対
象
者
　
県
内
に
住
所
が
あ
る
人

　
（
網
猟
及
び
わ
な
猟
免
許
は
18
歳

　
未
満
の
人
、
第
一
種
及
び
第
二
種

　
銃
猟
免
許
は
20
歳
未
満
の
人
は
受

　
験
で
き
ま
せ
ん
）

■
受
験
手
数
料　
長
野
県
収
入
証
紙

　
５
２
０
０
円
（
既
に
免
許
を
所
持

　
し
て
お
り
、
さ
ら
に
他
の
試
験
を

　
受
験
す
る
人
は
、
３
９
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
長
野
地
域
振
興
局
林
務
課
（
℡　

　
０
２
６

－

２
３
４

－

９
５
２
１
）

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
購
入

経
費
の
一
部
を
補
助

　
市
で
は
、
県
産
材
の
活
用
と
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト

ー
ブ
な
ど
の
購
入
経
費
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
金
の
交
付
額　
本
体
購
入
経

　
費
の
２
分
の
１
以
内

■
補
助
限
度
額

○
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ
ト

　
ボ
イ
ラ
ー　
10
万
円

○
薪
ス
ト
ー
ブ　
１
万
円

＊
交
付
要
件
な
ど
詳
細
は
、
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
、
直
接
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

上
山
田
庁
舎
・

　
農
林
課
（
内
線
７
２
６
３
）

平
成
30
年
度
の
松
く
い
虫
防
除
対

策
事
業
計
画

　

松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業
で
は
、

国
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
被
害
木
の
伐
倒
駆
除
な
ど
を
行

な
う
と
と
も
に
、
私
有
林
の
更
新
伐

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
薬
剤
空
中
散
布
は
、
千
曲

市
林
業
振
興
協
議
会
で
の
意
見
を
踏

ま
え
た
上
で
、
散
布
範
囲
が
一
部
に

限
定
さ
れ
、
広
域
的
な
散
布
の
実
施

が
で
き
な
い
状
況
な
ど
で
あ
る
と
判

断
し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
見
合
わ

せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
守
る
べ
き
松
林
を
定
め
、

有
効
な
防
除
対
策
を
講
ず
る
こ
と

で
、
環
境
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

上
山
田
庁
舎
・

　
農
林
課
（
内
線
７
２
６
３
）

難
病
患
者
見
舞
金
支
給
額
の
変
更

　
今
年
度
か
ら
難
病
患
者
見
舞
金
支

給
額
を
、
１
万
２
０
０
０
円
か
ら

１
万
円
に
変
更
し
ま
す
。

　
障
害
者
総
合
支
援
法
の
成
立
か
ら

４
年
が
経
過
し
、
難
病
患
者
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
さ
れ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
支
給
基
準
を
見
直

し
ま
し
た
。

＊
申
請
な
ど
の
詳
細
は
、
市
報
10
月 

　
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
戸
倉
庁
舎
・
福

　
祉
課
（
内
線
６
２
２
２
）

腎
臓
機
能
障
が
い
者
通
院
扶
助
費
の

支
給
対
象
の
変
更

　
人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た
め
に

通
院
し
て
い
る
腎
臓
機
能
障
が
い
者

を
対
象
に
、
通
院
距
離
に
応
じ
て
通

院
扶
助
費
を
支
給
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
か
ら
医
療
機
関
の
送
迎
車
を

無
料
で
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

支
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

＊
詳
細
は
、
市
報
平
成
31
年
３
月
号

　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
福

　
祉
課
（
内
線
６
２
２
２
）

千
曲
市
平
和
の
つ
ど
い

■
日
時　
７
月
７
日
（
土
）
午
後
１

　
時
30
分
～
４
時
10
分

■
会
場　
更
埴
文
化
会
館
あ
ん
ず
ホ

　
ー
ル

■
時
間
・
内
容
・
講
師
な
ど

○
午
後
１
時
30
分
～
50
分
・
あ
ん
ず

　
少
年
少
女
合
唱
団
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

○
午
後
２
時
10
分
～
２
時
30
分
・
小

　
学
生
の
平
和
に
関
す
る
作
文
発
表

○
午
後
２
時
30
分
～
４
時
・
講
演　

 

　
「
終
末
時
計
2
分
を
乗
り
越
え
核

　

兵
器
の
な
い
世
界
へ
」・
藤
森
俊

　
希
さ
ん
（
日
本
原
水
爆
被
害
者
団  

　
体
協
議
会
事
務
局
次
長
）

■
主
催　
千
曲
市
平
和
の
つ
ど
い
実

　
行
委
員
会

●
同
日
開
催
　

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
家
庭
で
余

っ
た
食
品
を
持
ち
寄
り
、
食
料
の
確

保
が
困
難
な
団
体
や
個
人
を
支
援
す

る
た
め
の
活
動
で
す
。

　
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
品
、
乾
麺
な
ど

の
長
期
間
の
保
存
可
能
な
も
の
の
寄

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
人

　
権
・
男
女
共
同
参
画
課
（
内
線
６

　
３
３
１
）

空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果　
　

　
５
月
１
日
（
火
）
に
更
埴
庁
舎
で

測
定
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、

健
康
に
影
響
の
な
い
値
で
し
た
。

■
調
査
結
果
　（
天
候
晴
れ
）

○
地
上
１
０
㍍
付
近

　

毎
時
０・
０
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

　
ル
ト

○
地
上
１
㍍
付
近

　

毎
時
０・
０
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

　
ル
ト

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
環

　
境
課
（
内
線
５
４
１
４
）　

教
科
書
の
展
示
会　

　

　
平
成
31
年
度
か
ら
使
用
す
る
小
学

校
教
科
用
図
書
及
び
中
学
校
教
科
用

図
書
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
を
展
示

し
ま
す
。

■
展
示
期
間　
６
月
25
日
（
月
）
～

　
７
月
９
日
（
月
）

＊
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

■
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45

　
分

■
会
場　
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
２
階

＊
会
場
に
は
投
函
箱
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
教

　
育
総
務
課
（
内
線
６
３
１
４
）

「
働
き
方
改
革
」
講
演
会

■
日
時　
６
月
28
日
（
木
）
午
後
３

　
時
～
４
時
30
分

■
講
師　
福
盛
二
郎
さ
ん
（
キ
ャ
リ

　
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
イ
ー
キ
ュ

　
ア
株
式
会
社
）

■
会
場　
更
埴
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■
対
象　
市
内
の
企
業
経
営
者
、
総

　
務
担
当
者
な
ど

■
申
込
期
限　
６
月
27
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
上
山
田

　
庁
舎
・
産
業
振
興
課
（
内
線
７
３

　
３
０
）
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パ
ソ
コ
ン
操
作
習
得
講
座

■
コ
ー
ス
（
日
程
）・
受
講
料

①
エ
ク
セ
ル
（
表
計
算
）
基
礎
（
７

　

月
２
日
・
３
日
・
４
日
・
９
日
・

　

10
日
・
11
日
）・
１
万
４
０
０
０

　
円

②
エ
ク
セ
ル
（
表
計
算
）
中
級
（
７

　
月
19
日
・
26
日
）・
１
万
１
０
０

　
０
円

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成（
７
月
22
日・

　
29
日
・
８
月
５
日
）・
１
万
４
０

　
０
０
円

■
時
間　
①
午
前
９
時
～
正
午
、
②

　
③
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
会
場　
長
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　
タ
ー

■
定
員　
各
10
人
（
先
着
順
）　

■
申
込
方
法　
受
講
料
を
持
参
の
う

　
え
、
受
講
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

　
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
６

　
月
８
日
（
金
）
か
ら
受
け
付
け
ま

　
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
長
野
地

　
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
２

　
６

－

２
２
１

－

０
５
０
５
）

膝
腰
サ
ポ
ー
ト
塾
生

　
筋
力
の
維
持
・
低
下
防
止
に
取
り

組
み
、
膝
痛
・
腰
痛
を
予
防
し
た
い

人
向
け
の
教
室
で
す
。

■
日
時　
７
月
４
日
（
水
）
～
９
月

　
26
日
（
水
）
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

　
（
全
12
回
、
た
だ
し
８
月
15
日
は

更
埴
中
央
公
園
市
民
プ
ー
ル

監
視
員
・
受
付
事
務
員

■
募
集
人
員　
監
視
員
10
人
、
受
付

　
事
務
員
２
人

■
募
集
条
件　
18
歳
以
上
で
健
康
な

　
人
（
高
校
生
不
可
）

■
勤
務
日
　
７
月
13
日
（
金
）
か
ら

　
８
月
27
日
（
月
）
ま
で
の
間
で
勤

　
務
で
き
る
日

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

　
後
５
時
15
分

■
賃
金
（
日
額
）　
監
視
員
６
８
８

　
０
円
、
受
付
事
務
員
６
５
６
０
円

■
申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
（
写

　
真
添
付
）
に
記
入
の
上
、
６
月
18

　
日（
月
）ま
で
に
郵
送（
当
日
必
着
）

　
ま
た
は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ

　
い
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先
　
ス
ポ
ー

　
ツ
振
興
課（
〒
３
８
９

－

０
８
０

　
６　
千
曲
市
大
字
磯
部
１
４
０
６

番
地
１　
戸
倉
体
育
館
内
、
℡

０
２
６

－

２
７
６

－

１
７
３
１
）

公
共
職
業
訓
練
８
月
期
受
講
生

■
訓
練
期
間
　
８
月
１
日
（
水
）
か

　
ら
６
か
月
間

■
会
場
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

■
対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

　
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

■
定
員
　
製
造
ラ
イ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン

　

ス
科
20
人
、
C
A
D
も
の
づ
く

　
り
サ
ポ
ー
ト
科
15
人

■
受
講
料　
無
料

＊
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
別
途

■
内
容　
も
の
づ
く
り
の
技
術
、
設

　

備
の
保
守
な
ど
の
知
識
・
技
能
・

　
技
術
を
身
に
つ
け
ま
す
。

し

物

催

６
月
１
日
～
７
日
は
「
水
道
週
間
」

　
「
水
道
水　

安
全　

お
い
し
い　

金
メ
ダ
ル
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第

60
回
水
道
週
間
が
全
国
的
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

や
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
必
要
不

可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
安

全
で
良
質
な
水
を
安
定
的
に
供
給
で

き
る
整
備
や
地
震
な
ど
の
災
害
に
強

い
水
道
づ
く
り
な
ど
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
中
、
さ
ら
に
水
道
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
く
た
め

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
普
段
当

た
り
前
の
よ
う
に
身
近
に
あ
る
水
道

の
重
要
さ
や
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
上

　
下
水
道
課
（
内
線
５
６
１
８
）

「
児
童
手
当
現
況
届
」
の
提
出
と

児
童
手
当
の
振
り
込
み
　

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
に

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
６
月
中
に

郵
送
し
ま
す
。こ
の
届
け
出
に
よ
り
、

６
月
１
日
現
在
の
養
育
状
況
を
確
認

し
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
の

提
出
が
無
い
と
、
10
月
か
ら
手
当
が

支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

■
提
出
期
限　
６
月
29
日
（
金
）

■
提
出
先　
戸
倉
庁
舎
こ
ど
も
未
来

　
課
、
更
埴
庁
舎
福
祉
支
援
係
、
上

　
山
田
庁
舎
市
民
窓
口
課

○
受
給
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
２
月
か

　
ら
５
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
を
６

　
月
８
日
（
金
）
に
指
定
口
座
に
振

　
り
込
み
ま
す
。
通
帳
な
ど
で
、
入

　
金
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
こ

　
ど
も
未
来
課
（
内
線
６
２
１
７
）

日
中
友
好
協
会
定
期
総
会

■
日
時
　
６
月
16
日
（
土
）
午
後
１

　
時
30
分
～
４
時

■
内
容
　
総
会
、
邢
台
市
訪
問
報
告

　
会
、
二
胡
の
演
奏
な
ど

■
参
加
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
　
千
曲
市
日
中
友

　
好
協
会　
山
口
（
℡
０
２
６

－

２

　
７
３

－

２
５
６
２
）

集

募

大
田
原
農
業
体
験
（
そ
ば
栽
培
）

■
期
日
・
内
容

①
７
月
22
日
（
日
）・
そ
ば
の
種
蒔
、

　
じ
ゃ
が
い
も
堀
り

②
８
月
11
日
（
土
・
祝
）・
そ
ば
の
土

　
寄
せ
、
お
や
き
作
り

③
10
月
21
日
（
日
）・
そ
ば
の
収
穫

④
平
成
31
年
２
月
17
日
（
日
）・
そ

　
ば
打
ち
、
そ
ば
せ
ん
べ
い
作
り

＊
雨
天
な
ど
で
延
期
ま
た
は
中
止
と

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

　
時
頃

■
集
合
場
所　
大
田
原
公
民
館

■
定
員
　
約
30
人

■
参
加
費　

①
②
③
１
５
０
０
円
④

　
２
０
０
０
円

＊
小
学
生
以
下
半
額
、
昼
食
代
込
み

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
上
山
田

　
庁
舎
・
農
林
課
（
内
線
７
２
７
２
）

七
夕
お
は
な
し
会

■
日
時　
７
月
１
日
（
日
）
午
前
10

　
時
30
分
～

■
会
場　
更
埴
西
図
書
館

■
内
容　

読
み
聞
か
せ
、
工
作
、
雑

　
誌
付
録
抽
選
会
、
雑
誌
古
本
市
コ

　
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
西
図
書
館
（
℡
０
２
６

－

２

　
７
３

－

８
０
６
０
）

「えるぼし」「くるみん・プラチナくるみん」を取得しよう

お知らせ

男女共同参画週間（６月 23 日～ 29 日）

　　　　　　～走り出せ、性別のハードルを越えて、今～

▲「
え
る
ぼ
し
」（
上
）、「
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
」（
下
）

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

■
日
時　
６
月
15
日
（
金
）
午
前
10

　
時
30
分
～
11
時
30
分

■
会
場　
更
埴
西
図
書
館
談
話
室　

■
対
象　
市
内
に
在
住
の
人
。
以
前

　
教
室
を
受
講
し
た
人
の
参
加
も
可

　
能
で
す
。

■
内
容　
童
謡
を
交
え
、
赤
ち
ゃ
ん

　
と
一
緒
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
マ
ッ

　
サ
ー
ジ
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
図

　
書
館
職
員
の
読
み
聞
か
せ
も
行
な

　
い
ま
す
。

■
講
師　
岡
村
和
枝
さ
ん
（
ベ
ビ
ー

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ　

　
ー
）

■
定
員　
10
組
（
先
着
順
）

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
申
込
方
法　
６
月
14
日
（
木
）
ま

　
で
に
、
電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
西
図
書
館
（
℡
０
２
６

－

　
２
７
３

－

８
０
６
０
）

　
休
み
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
対
象
者　
65
歳
以
上
の
人

■
定
員　
21
人
（
先
着
順
）

■
会
場　
屋
代
公
民
館
２
階
講
堂

＊
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

■
参
加
費　
１
回
２
０
０
円

■
申
込
方
法　
６
月
４
日
（
月
）
か

　
ら
６
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
電
話

　
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
新
規
申

　
し
込
み
を
優
先
し
ま
す
。

＊
今
年
度
は
、
10
月
か
ら
12
月
に
稲

荷
山
公
民
館
、
平
成
31
年
１
月
か

ら
３
月
に
上
山
田
文
化
会
館
で
開

催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
開
催
日

は
、
決
ま
り
次
第
市
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁

　
舎
・
高
齢
福
祉
課　
更
埴
地
域
包

　
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
５
５
２

　
１
）

■
申
込
期
限　
６
月
29
日
（
金
）

●
職
業
訓
練
施
設
見
学
会

■
日
時
　
６
月
12
日
（
火
）
午
前
９

　
時
45
分
～
午
後
０
時
30
分

■
会
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

■
対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

　
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野
（
℡　

　
０
２
６

－

２
４
３

－

７
８
５
６
）

就
職
応
援
会

求
人
企
業
の
担
当
者
か
ら
直
接
、

求
人
内
容
の
説
明
が
聞
け
ま
す
。

■
日
時　
６
月
20
日（
水
）午
後
１

時
30
分
～
3
時
30
分　
　

■
会
場　
千
曲
市
地
域
職
業
相
談
室

（
杭
瀬
下
一
丁
目
66
番
地
）

■
対
象　
千
曲
市
・
坂
城
町
に
在
住

す
る
求
職
者

■
問
い
合
わ
せ
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

篠
ノ
井（
℡
０
２
６

－

２
９
３

－

８
６
０
９　
音
声
ナ
ビ
３
番
）

　男女共同参画の第１歩として「女
性活躍推進・子育てサポートに積極
的な企業」をアピールするために、
国の認定マーク「えるぼし」「くる
みん・プラチナくるみん」を取得し
ましょう。取得すると社会や学生へ
のイメージアップや、優秀な人材の
確保や定着につながります。取得方
法などの詳細は、問い合わせてくだ
さい。
■問い合わせ先　戸倉庁舎・人権・
　男女共同参画課（内線６３３２）
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ご寄付・お知らせ・募集・催し物

＊イベントなどで特別に記述がなければ、申し込みは不要、参加費は無料です。

視覚障がい者などの皆さんに市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……

〈広告欄〉〈広告欄〉〈広告欄〉〈広告欄〉

期日 時間 内容 参加費

６月８日(金) 午前10時～
11時30分

【セルフマツエク体験レッスン】
自身でマツゲエクステをつける体験をします。 1,500円

６月10日(日) 午後１時30分
～

【おばあちゃんの手作り講座～おやき編～ 】
信州の郷土料理のおやきを作ります。 1,500円

６月14日(木) 午前10時～
正午

【リボンリースレッスン】
リボンを使ったリースを作ります。 4,500円

６月15日(金) 午前９時30分
～正午

【布小物教室　初級編】
ショルダー紐付きのミニポシェットを作ります。 2,200円

６月16日(土) 午前10時～
正午

【かわいいアジサイのボタニカルキャンドル】
植物をモチーフにしたキャンドルを作ります。 3,000円

６月19日(火) 午前10時～
正午

【羊毛フェルトで作るかわいい、てるてる坊主】
てるてる坊主を羊毛フェルトで作ります。 1,200円

６月21日(木) 午前10時～
午後３時

【I'POワークショップ】
ハンドメイド作家によるワークショップです。 500円～

６月2３日(土) 午前11時30分
～

【戸倉上山田中学校吹奏楽部演奏会】
花と星空ガーデン完成を記念した演奏会です。 ー

６月24日(日) 午前９時30分
～正午

【インターバル速歩＆健康ランチ】
健康的な生活の再設計に挑戦します。 1,500円

６月25日(月) 午前９時～ 【白鳥園ガーデンサポーターズ倶楽部】
花の手入れをしながら仲間づくりをしませんか。 ー

６月27日(水) 午前10時～ 【脳トレいきいきヨガ+健康ランチ】
アンチエイジングで健康促進を図ります。 1,900円

６月29日(金) 午前10時～
正午

【アロマハンドケア& ハーバリウム体験】
アロマオイルでのハンドケアなどを行ないます。 4,000円

６月30日(土) 午前９時30分
～正午

【浴衣着付け教室】
自身で浴衣の着付けを行ないます。 2,500円

白
鳥
園
イ
ベ
ン
ト

●
共
通
事
項

■
会
場
　
白
鳥
園

■
申
込
方
法　
電
話
か
電
子
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
持
ち
物
な
ど
は
申
込
時
に
問
い
合

　
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
湯
の
さ

と
ち
く
ま
白
鳥
園（
℡
０
２
６

－
2
7
5

－

0
4
0
0
、
電
子
メ
ー

ルinfo@
hakuchoen.jp

）

小
船
山
た
ま
ね
ぎ
収
穫
体
験

■
日
時
　
６
月
10
日
（
日
）
午
前
８

　
時
30
分
～
正
午
（
雨
天
決
行
）

■
集
合
場
所
　
小
船
山
公
民
館

■
会
場　
小
船
山
地
区
の
圃ほ

じ
ょ
う場

■
参
加
費　
１
０
０
０
円
（
中
学
生

　
以
下
５
０
０
円
、未
就
学
児
無
料
）

＊
参
加
費
に
は
昼
食
代
・
お
土
産
用

　
の
た
ま
ね
ぎ
代
が
含
ま
れ
ま
す
。

■
服
装
・
持
ち
物
　
収
穫
の
で
き
る

　
服
装
、
軍
手
、
長
靴
、
帽
子
、
雨

　
天
の
場
合
は
雨
具
な
ど

■
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
上
山
田

　
庁
舎
・
農
林
課
（
内
線
７
２
７
２
）

第
17
回
戸
倉
た
ま
ね
ぎ
祭
り

■
日
時　

６
月
９
日
（
土
）
午
前
７

　
時
30
分
～
（
雨
天
決
行
）

■
受
付
場
所
　
Ｊ
Ａ
な
が
の
旧
中
部

　
営
農
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
当
日
会
場
で
専
用
ネ
ッ
ト

　

袋
（
10
㌔
用
１
０
０
０
円
、
20
㌔

　

用
２
０
０
０
円
）
を
購
入
し
、
各

　
自
で
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
た
ま
ね
ぎ
が
終
わ
り
次
第
終
了
と

　
な
り
ま
す
。

■
服
装
・
持
ち
物
　
収
穫
で
き
る
服

　
装
、
手
バ
サ
ミ
、
軍
手
、
長
靴
、　

　
雨
天
の
場
合
は
雨
具
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
　

○
長
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー（
℡

　
０
２
６

－２
３
４

－９
５
３
５
）

○
上
山
田
庁
舎
・
農
林
課
（
内
線
７

　
２
７
２
）

婚
活
パ
ー
テ
ィ

■
日
時　
６
月
10
日
（
日
）
午
後
１

　
時
～
４
時

■
会
場　
明
徳
寺

■
参
加
費
　
１
５
０
０
円

■
対
象　
30
代
～
50
代
の
独
身
女
性

■
定
員　
15
人
（
先
着
順
）

＊
男
性
は
定
員
に
達
し
た
た
め
募
集

　
は
終
了
し
ま
し
た
。

■
申
込
方
法
　
氏
名
、住
所
、性
別
、

　
年
齢
、
連
絡
先
、
職
業
、
最

終
学　
歴
を
記
載
の
う
え
、

電
話
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

（sm
25403@

rj9.so-net.
ne.jp

）で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
申
込
締
切
　
６
月
６
日
（
水
）

千
曲
川
の
水
辺
観
察
会

　

千
曲
川
の
冠
着
橋
右
岸
の
水
辺

で
、
魚
や
昆
虫
な
ど
の
水
辺
の
生
き

も
の
を
観
察
し
ま
す
。

■
日
時　
６
月
10
日
（
日
）
午
前
９

　
時
～
正
午
頃
（
悪
天
中
止
）

■
集
合
場
所　
冠
着
橋
右
岸
（
千
本

　
柳
運
動
場
）
の
駐
車
場

■
観
察
場
所　
冠
着
橋
近
く
の
水
辺

■
服
装
・
持
ち
物　
濡
れ
て
も
よ
い

服
装
、靴
、長
靴
、着
替
え
、タ
オ

ル
、魚
取
り
用
の
網
、筆
記
用
具
、

飲
み
物
、
お
や
つ
、
持
っ
て
い
る

人
は
千
曲
市
の
自
然
観
察
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク

■
参
加
費　
３
０
０
円
（
保
険
代
）

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
曲
市
環
境
市
民
会

　
議
事
務
局
（
℡
０
８
０

－

６
９
９

　

４

－

４
８
２
０ 

連
絡
は
月
曜
日

　
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

　
５
時
）

セ
ミ
ナ
ー
と
気
軽
に
出
会
え
る
ラ

ン
チ
付
き
交
流
会

■
日
時
　
６
月
30
日
（
土
）
午
前
10

　

時
～
午
後
２
時
30
分
（
受
付 

男

　
性
は
午
前
９
時
30
分
、
女
性
は
午

　
前
10
時
）

■
内
容

○
セ
ミ
ナ
ー　
午
前
10
時
～
正
午

○
交
流
会　
午
後
０
時
30
分
～
２
時

　
30
分

■
会
場
　
上
田
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル

■
対
象
　
25
歳
～
40
歳
の
独
身
者

＊
男
性
は
千
曲
市
在
住
者
ま
た
は
在

　
勤
者

■
定
員
　
男
女
各
20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
男
性
２
５
０
０
円
、
女

　
性
１
５
０
０
円

■
申
込
方
法　
６
月
15
日
（
金
）
ま

　
で
に
電
話
ま
た
は
、
氏
名・住
所・

　
性
別
・
年
齢
・
連
絡
先
を
明
記
し

　
電
子
メ
ー
ル
（sapo-w

eddin

　

g@
chikum

a-shakyo.jp

）

　
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
場
合　

　
は
、
件
名
を
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ

　
ミ
ナ
ー
」と
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域

　
福
祉
課
（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

　
２
６
８
７
）

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
婚
活
応
援
四
季
の
会　
三
上
（
℡

　
０
８
０

－

６
９
３
９

－

４
０
２
５
、

　
FAX
０
２
６

－

２
７
６

－

１
４
３
８
）

科
野
の
ム
ラ
お
田
植
え
ま
つ
り

■
日
時　
６
月
10
日
（
日
）
午
後
１

　
時
30
分
～
３
時
（
小
雨
決
行
）

■
会
場　
科
野
の
里
歴
史
公
園
「
科

　
野
の
ム
ラ
」
の
田
ん
ぼ

■
内
容　
矢
代
一
重
山
太
鼓
の
音
頭

　
で
早
乙
女
さ
ん
が
古
代
米
の
田
植

　
え
を
し
ま
す
。

＊
田
植
え
の
飛
び
入
り
参
加
も
大
歓

　
迎
で
す
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
お

　
や
つ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

＊
当
日
は
、
県
立
歴
史
館
と
森
将
軍

　
塚
古
墳
館
の
入
館
料
、
古
墳
見
学

　
バ
ス
の
利
用
料
が
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
森
将
軍
塚
古
墳
館
（
℡
０
２
６

－

　
２
７
４

－

３
４
０
０
）

▲

飛
び
入
り
参
加
で
き
る
田
植
え
体
験
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定例の掲示板

　★更　埴　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-273-1004
　★戸　倉　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-275-0238
　★上山田庁舎　℡026-273-1111　FAX026-276-0796
　○市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp

〈広告欄〉 〈広告欄〉

　
月
の
休
日
開
庁
（
第
３
日
曜
日
）　

■
日
時　
６
月
17
日（
日
）　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
会
場　
更
埴
庁
舎
市
民
課

＊
市
民
課
、
税
務
課
、
債
権
管
理
課
の
窓
口
業
務

を
行
な
い
ま
す
。
詳
細
は
担
当
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

６

●
質
問
　
市
内
の
道
路
が
暗
く
感
じ
る
た
め
、
街
灯
を
設
置
し

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
横
断
歩
道
に
い
る
歩
行
者
な

ど
気
を
付
け
な
い
と
、見
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

●
回
答（
建
設
課
・
生
活
安
全
課
）　
新
し
く
設
け
る
横
断
歩

道
は
、
県
の
公
安
委
員
会
と
協
議
を
行
な
い
、
歩
行
者
の
安
全

確
保
の
た
め
、道
路
照
明
を
設
置
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
既
に
設
け
ら
れ
て
い
る
横
断
歩
道
に
は
、
道
路
照

明
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　
横
断
歩
道
に
道
路
照
明
が
な
く
、
危
険
な
箇
所
は
区
の
中
で

ご
相
談
し
て
い
た
だ
き
、
各
区
の
地
域
要
望
書
と
し
て
市
に
要

望
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
防
犯
灯
の
新
設
は
道
路
照
明
と
同
様
に
地
域
要
望
書

と
し
て
市
に
要
望
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
紹
介
し
ま
す

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
に
つ
い
て
岡
田
市
長
と
懇
談
し

ま
す
。
一
組
30
分
以
内
で
す
。
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
更
埴

庁
舎
秘
書
広
報
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
６
月
28
日（
木
）午
前
9
時
～
11
時　
更
埴
庁
舎
市
長
室（
先

着
順
）

私
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
（
市
政
へ
の
意
見
・
提
案
）

用
紙
は
更
埴
庁
舎
の
市
民
課
・
案
内
所
、
戸
倉
庁
舎
・
上
山

田
庁
舎
の
市
民
窓
口
課
、公
民
館
、し
な
の
鉄
道
の
各
駅
ほ
か
、

市
の
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
な
が
の

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
も
提
案
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
秘
書
広
報
課（
内
線
５
２
２
１
）

よ
う
こ
そ
市
長
室

日曜・祝日の当番医・当番薬局（千曲市・坂城町）

月／日 内科・外科系（午前９時～午後５時） 歯科系（午前９時～正午） 薬局

6／3
（日）

島田クリニック（小島）
026-273-8788
稲荷山医療福祉センター（野高場）
026-272-1435

あかいけ歯科クリニック
（坂城町）
0268-81-3377

お日さま薬局（小島）026-272-0229
小岩薬局（桜堂）026-272-0210
日野屋薬局（戸倉）026-275-3074

６／10
（日）

飯島医院（中）026-272-0269
松尾医院（坂城町）0268-82-2013

あんず歯科クリニック
（須坂）026-214-6654

あんず薬局（桜堂）026-272-8200
日野屋薬局（坂城町）0268-82-2324

６／17
（日）

千曲中央病院（杭瀬下）
026-273-1212
東信よしだ内科（坂城町）
0268-81-1330

千曲中央病院歯科
（杭瀬下）
026-273-2130

元町薬局（稲荷山）026-214-3282
村上日野屋薬局（坂城町）
0268-81-2020

６／24
（日）

中沢医院（小島）026-272-0131
中島産婦人科小児科（上山田温泉）
026-275-0111

渡 辺 歯 科 医 院（稲 荷 山）
026-272-1313

クスリのアオキ粟佐薬局（粟佐）
026-273-8210
西沢薬局（上山田温泉）
026-276-0501

７／１
（日）

中沢内科医院（稲荷山）
026-272-1013
とも泌尿器科クリニック（磯部）
026-261-5815

柳 沢 歯 科 医 院（稲 荷 山）
026-273-5638

宮下薬局（屋代）026-272-0064
いせや薬局（稲荷山）026-273-4489
日野屋薬局（戸倉）026-275-3074

＊千曲中央病院では、内科・外科以外は受け付けていません。当番医・当番薬局は変更になる場合があります。受診する人は、
当番医の場合は消防署に、当番薬局の場合は各薬局に確認してください。

○戸倉上山田消防署（℡026-276-0119）○更埴消防署（℡026-274-0119）

リサイクルコーナー

■問い合わせ先　更埴庁舎・生活安全課 （内線5515）

＊譲渡は当事者間での話し
合いになります。品物によ
り有償の場合があります。

 ゆずってください  ゆずります

レコードプレーヤー、女子
用卓球ユニフォーム、キュ
ボロ、農業用トンネル、ビ
デオデッキ、ウェットスー
ツ、ぶらさがり健康機、は
ぜかけ棒・足

剣道の防具、洋服ダンス、ケヤキの根、ＶＨＳビデオ
テープ、エレクトーン、漬物用容器、つり竿、電子ピ
アノ、ポータブルトイレ、電動介護ベッド、スキーウ
ェア、ロックミシン、たこやき器、まき用の木、米び
つ、水槽、花器、登山道具、丸いストーブ、油絵用イ
ーゼル

■
納
付
期
限　
７
月
２
日（
月
）

６
月
納
期
の
市
税
・
使
用
料
な
ど

○
市
県
民
税（
１
期
分
）

○
介
護
保
険
料（
３
期
分
）

○
保
育
料（
６
月
分
）

○
公
共
下
水
道
使
用
料（
３
期
分
）

○
倉
科
・
森
・
羽
尾
排
水
施
設
使
用
料（
３
期
分
）

○
市
営
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料
、共
益
費（
６
月
分
）

○
市
営
水
道
料
金（
６
月
分
）

委
員
会
の
開
催

傍
聴
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
教
育
委
員
会

■
日
時
　
６
月
27
日（
水
）　
午
前
9
時
～

■
会
場
　
戸
倉
庁
舎 

４
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
戸
倉
庁
舎
・
教
育
総
務
課

　
（
内
線
６
３
１
６
）

●
農
業
委
員
会

■
日
時　
６
月
27
日（
水
）　
午
後
3
時
～　

■
会
場
　
上
山
田
庁
舎 

３
階
３
０
２
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
上
山
田
庁
舎
・
農
業
委
員
会

　
（
内
線
７
２
３
１・７
２
３
２
）
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★更埴図書館（℡026-273-2989）
★戸倉図書館（℡026-276-7001）
★更埴西図書館（℡026-273-8060）
■開館時間　午前９時30分～午後６時
★上山田公民館図書室（℡026-276-5842）
■開館時間　午前８時30分～午後５時15分

市立図書館 ＆

千曲警察署から

　★更　埴　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-273-1004
　★戸　倉　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-275-0238
　★上山田庁舎　℡026-273-1111　FAX026-276-0796
　○市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jpー　相談は無料です　ー

定例の相談

相談内容 日時 時間 会場 連絡先

職業相談
（ハローワーク） 平日 午前8時30分～

午後5時
千曲市地域職業相談室（旧 JA
ちくま杭瀬下地区センター）

千曲市地域職業相談室
℡026-261-3609

若者・子育て世代
の就労相談 平日 午前9時30分～

午後4時30分
千曲市地域職業相談室

上山田庁舎・産業振興課
上山田庁舎・産業振興課

内線7335（要予約）

家庭児童相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

家庭児童相談室（戸倉庁舎・こども未来課内）
内線6219

教育相談 平日 午前9時～
午後5時

千曲市教育相談センター 
教育相談専用電話 ℡026-273-5105

心配ごと相談 ６月13日（水） 午後1時30分～
4時 千曲市ふれあい福祉センター 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）

精神保健相談 ６月13日（水） 午後1時30分～
4時30分 更埴保健センター 更埴庁舎・更埴保健センター

内線5507（要予約）

女性相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分 戸倉庁舎・こども未来課 戸倉庁舎・こども未来課

内線6225
借金問題・消費

生活相談 平日 午前8時30分～
午後5時 更埴庁舎・生活安全課 千曲市消費生活センター

℡026-274-0820（要予約）

結婚相談
６月10日（日）

午前9時～正午
戸倉創造館 創作室2

千曲市社会福祉協議会
℡026-276-2687

＊相談日直前の金曜日正午までに
電話予約が必要です。

＊６月10（日）は新規登録を受け
付けます。

７月７日（土） 更埴文化会館 2階小会議室

市民に寄り添う
人権相談

６月１日（金） 午前９時～
午後３時  屋代公民館和室

戸倉庁舎・人権・男女共同参画課
内線6331

＊県人権啓発センターでも火曜か
ら日曜までの午前8時30分から
午後5時まで受付　

℡026-274-3232
７月19日（木） 午後1時～4時  稲荷山公民館和室

障がい者（児）相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

千曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター（戸倉庁舎）
℡026-275-0548、FAX026-214-3013

介護相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

更埴庁舎・更埴地域包括支援センター　内線5521
戸倉上山田地域包括支援センター　℡026-214-7780

司法書士法律相談
６月７日（木） 午後1時30分～

4時30分
ふれあい福祉センター更埴 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）６月21日（木） 千曲市ふれあい福祉センター

法律相談
７月10日（火）

午後1時～3時
更埴文化会館 2階小会議室 更埴庁舎・総務課

内線5212
＊前日までに予約必要７月24日（火） 戸倉庁舎 4階会議室

行政相談
６月９日（土）

午後1時～3時
稲荷山太陽の園 更埴庁舎・総務課

内線5212６月12日（火） 更埴文化会館１階

年金相談（更埴）
毎週火・金曜日 午前9時～

午後5時 更埴庁舎年金相談コーナー
更埴庁舎・市民課

内線5434
６月14日（木）
６月28日（木）

午前9時30分～
午後3時

長野南年金事務所お客様相談室
℡026-227-1286（要予約）

年金相談（戸倉）
毎週水曜日 午前9時～

午後5時 戸倉庁舎年金相談コーナー 戸倉庁舎・市民窓口課
内線6265６月11日（月） 午前9時～

午後4時
＊平日とは、土・日曜日、祝日、振替休日、年末年始（12/29～1/3）を除いた日のことです。

覚
せ
い
剤
な
ど
薬
物
乱
用
の
防
止

　
最
近
、高
校
生
な
ど
の
若
者
を
中
心
と

し
た
大
麻
所
持
グ
ル
ー
プ
が
摘
発
さ
れ
、

本
県
で
も
野
外
音
楽
活
動
で
の
大
麻
使
用

実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。覚
せ
い

剤
、大
麻
と
い
っ
た
薬
物
や
危
険
ド
ラ
ッ

グ
が
確
実
に
若
者
の
間
に
浸
透
し
て
い
ま

す
。

　
危
険
な
薬
物
は
、密
売
人
と
の
取
引
や

宅
配
便
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
簡
単

に
入
手
で
き
る
現
状
に
あ
り
、身
近
な
と

こ
ろ
ま
で
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
一
度
、ご
自
身
だ
け
で
な
く
、家
族

や
友
人
を
含
め
て
、「
危
険
で
違
法
な
も

の
で
あ
る
。絶
対
に
使
用
し
な
い
」と
い

う
認
識
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、覚
せ
い
剤
や
麻
薬
な
ど
に
関
す

る
情
報
や
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、千
曲

警
察
署
刑
事
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

更
埴
西
図
書
館 

新
刊
図
書

○
更
埴
図
書
館

　
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

○
戸
倉
図
書
館

　
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

　
６
月
30
日（
土
）午
前
10
時
30

分
～（
ロ
ビ
ー
お
は
な
し
会
）

○
更
埴
西
図
書
館

　
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

【
お
は
な
し
会
】

としょかんへ『来
らい

・ぶらりー 』
○
小
説 

『
庭
』小
山
田
浩
子

『
小
屋
を
燃
す
』南
木
佳
士

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
60
代
か
ら
の

Facebook

』柴
田
和
枝

『
人
生
は
お
も
し
ろ
が
っ
た
人
の
勝

ち
』萩
本
欽
一

『
１
０
０
歳
の
ほ
ん
と
う
の
幸
福
』

吉
沢
久
子

○
児
童
向
け

『
レ
イ
ナ
が
島
に
や
っ
て
き
た
！
』

長
崎
夏
海

『
そ
の
景
色
を
さ
が
し
て
』

中
山
聖
子

更
埴
図
書
館 

新
刊
図
書

戸
倉
図
書
館 

新
刊
図
書

○
小
説

『
雨
と
詩
人
と
落
花
と
』葉
室
麟

『
奏
弾
室
』仁
木
英
之

『
わ
た
し
の
忘
れ
物
』乾
ル
カ

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
読
み
聞
か
せ
は
魔
法
！
』

吉
田
新
一
郎

『
深
夜
の
ラ
ジ
オ
っ
子
』村
上
謙
三
久

『
英
雄
た
ち
の
食
卓
』遠
藤
雅
司

○
児
童
向
け

『
か
な
ら
ず
お
返
事
書
く
か
ら
ね
』

ケ
イ
ト
リ
ン
・
ア
リ
フ
ィ
レ
ン
カ

『
モ
ン
ス
タ
ー
・
ホ
テ
ル
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
』柏
葉
幸
子

○
小
説

『
じ
っ
と
手
を
見
る
』窪
美
澄

『
夏
空
の
プ
レ
ア
デ
ス
』雨
露
山
鳥

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
で
き
る
子
に
育
つ
魔
法
の
読
み
き
か

せ
』ジ
ム
・
ト
レ
リ
ー
ス

○
児
童
向
け

『
ど
う
ぶ
つ
ま
ね
っ
こ
た
い
そ
う
』

大
森
裕
子

曲
警
察
署
か
ら

千
《
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

０
１
１
０
》

平成 30 年市内事件・事故累計

（4 月末現在の暫定値）

種類
件数

（前年同期比）

盗
難
事
件

万引き 21件 （+ ６）
自転車盗 10件 （+ ３）
車上狙い ４件 （+ ２）
その他 ８件 （+ １）

交
通
事
故

件数 92件 （+ ２）
死者 0人 （－２）
傷者 120人（＋11）

 人気の本ベスト５     【園　芸】

１位『花木・庭木手入れと剪定のコツ』船越亮二
２位『四季の野草リース』 辻典子
３位『モネの庭』アンドリュー　ローソン
４位『庭木・花木・小果樹の整枝と剪定』
　　　　　　　　　　　　　　　　 丹羽蒼一郎
５位『米ぬかとことん活用読本』農文協

日 月 火 水 木 金 土

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28* 29* 30

６月の図書館カレンダー

更埴・更埴西・戸倉図書館　休館日
上山田公民館図書室　休館日

＊月末図書整理休館日：６月28日（更埴・更埴
西図書館）、６月29日（戸倉図書館）

 

おすすめの一冊

著／三浦明博
出版社／講談社

事件はいつも多数決で
解決。読み出したらと
まらない、乱歩賞作家
の書き下ろしミステリ
ー。

「 集団探偵」

戸倉図書館

相談内容 日時 時間 会場 連絡先

職業相談
（ハローワーク） 平日 午前8時30分～

午後5時
千曲市地域職業相談室（旧 JA
ちくま杭瀬下地区センター）

千曲市地域職業相談室
℡026-261-3609

若者・子育て世代
の就労相談 平日 午前9時30分～

午後4時30分
千曲市地域職業相談室

上山田庁舎・産業振興課
上山田庁舎・産業振興課

内線7335（要予約）

家庭児童相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

家庭児童相談室（戸倉庁舎・こども未来課内）
内線6219

教育相談 平日 午前9時～
午後5時

千曲市教育相談センター 
教育相談専用電話 ℡026-273-5105

心配ごと相談 ６月13日（水） 午後1時30分～
4時 ふれあい福祉センター更埴 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）

精神保健相談 ６月13日（水） 午後1時30分～
4時30分 更埴保健センター 更埴庁舎・更埴保健センター

内線5507（要予約）

女性相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分 戸倉庁舎・こども未来課 戸倉庁舎・こども未来課

内線6225
借金問題・消費

生活相談 平日 午前8時30分～
午後5時 更埴庁舎・生活安全課 千曲市消費生活センター

℡026-274-0820（要予約）

結婚相談
６月10日（日）

午前9時～正午
戸倉創造館 創作室2

千曲市社会福祉協議会
℡026-276-2687

＊相談日直前の金曜日正午までに
電話予約が必要です。

＊６月10（日）は新規登録を受け
付けます。

７月７日（土） 更埴文化会館 2階小会議室

市民に寄り添う
人権相談

６月１日（金） 午前９時～
午後３時  屋代公民館和室

戸倉庁舎・人権・男女共同参画課
内線6331

＊県人権啓発センターでも火曜か
ら日曜までの午前8時30分から
午後5時まで受付　

℡026-274-3232
７月19日（木） 午後1時～4時  稲荷山公民館和室

障がい者（児）相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

千曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター（戸倉庁舎）
℡026-275-0548、FAX026-214-3013

介護相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

更埴庁舎・更埴地域包括支援センター　内線5521
戸倉上山田地域包括支援センター　℡026-214-7780

司法書士法律相談
６月７日（木） 午後1時30分～

4時30分
ふれあい福祉センター更埴 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）６月21日（木） 千曲市ふれあい福祉センター
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い こ い の 広 場

「
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
」

健康コラム

歯
周
病
予
防
～
定
期
歯
科
検
診
を

                      

受
け
ま
し
ょ
う
～

第 50 回

入
浴
。
も
ち
ろ
ん
娘
と
一
緒
。
最

近
の
娘
は
油
断
が
な
ら
な
い
。
気
づ

け
ば
風
呂
の
お
湯
を
飲
ん
で
い
る
。

シ
ャ
ワ
ー
も
自
分
で
持
っ
て
お
湯
を

飲
ん
で
い
る
。
水
に
慣
れ
て
い
る
こ

と
は
嬉
し
い
が
、
い
つ
も
ハ
ラ
ハ
ラ

で
あ
る
。

歯
磨
き
。
あ
ま
り
好
き
で
は
な

い
ら
し
く
、
い
つ
も
大
泣
き
。
そ
の

た
め
、
歯
磨
き
は
も
っ
ぱ
ら
妻
の

仕
事
。
私
は
歯
磨
き
が
終
わ
っ
た
後

「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」と
娘
を
抱
き

し
め
る
。
い
い
と
こ
ど
り
作
戦
は
完

璧
で
あ
る
。

就
寝
前
。
歯
磨
き
が
終
わ
っ
た

娘
が
泣
き
声
で
呼
ぶ
の
は「
マ
マ

…
…
」さ
す
が
我
が
娘
！ 

表
面
的
な

い
い
と
こ
ど
り
は
通
用
し
な
い
。
大

切
な
こ
と
は
、
本
能
的
に
わ
か
っ
て

い
る
だ
ろ
う
。

こ
ん
な
幸
せ
な
日
々
を
過
ご
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
娘
と
妻
に
心
か

ら
感
謝
！

娘
が
生
ま
れ
て
１
年
５
か
月
。
私

は
娘
に
デ
レ
デ
レ
で
あ
る
。

朝
５
時
。
ま
だ
起
き
る
時
刻
で
は

な
い
。
し
か
し
、２
メ
ー
ト
ル
先
か

ら「
パ
パ
…
…
パ
パ
…
…
」と
い
う

声
が
聞
こ
え
る
。
そ
の
声
が
段
々
と

近
づ
い
て
く
る
。
そ
れ
で
も
ウ
ト
ウ

ト
し
て
い
る
と
、
突
然
髪
が
真
上
に

引
っ
張
り
あ
げ
ら
れ
る
。
世
界
一
、

幸
せ
な
目
覚
ま
し
で
あ
る
。

朝
食
。
仕
事
に
合
わ
せ
て
、
せ
っ

せ
と
食
べ
る
。そ
こ
に「
パ
パ
！
」と

ス
プ
ー
ン
を
差
し
出
す
娘
。
そ
の
か

わ
い
さ
に
受
け
取
る
以
外
選
択
肢
は

な
い
。
時
間
は
刻
々
と
過
ぎ
て
い
る

が
、
娘
と
の
ブ
レ
ッ
ク
フ
ァ
ス
ト
タ

イ
ム
を
楽
し
む
。

夜
。
何
と
か
娘
が
起
き
て
い
る
時

刻
に
帰
宅
。
空
腹
で
は
あ
る
が
、
夕

食
は
食
べ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
の

食
卓
を
襲
う
か
わ
い
い
モ
ン
ス
タ
ー

が
い
る
か
ら
で
あ
る
。
モ
ン
ス
タ
ー

が
眠
り
に
つ
く
ま
で
夕
食
は
我
慢
。

わ
た
し
の

　
子
育
て

第
86
話

田中　俊太さん（桜堂）

間違いなし。
　ぜひ、この機会にウォリアーズタウン会員への入会
をお願いします。
■問い合わせ先　株式会社信州スポーツスピリット
　（℡026-214-7022・平日午前9時～午後5時）

ブレアー

第
　
回
68

第  回１３

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
合
津
で

す
。
千
曲
市
に
来
て
ち
ょ
う
ど
１
年

が
経た

ち
ま
し
た
。
日
々
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
や
四
季
を
通
じ
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
毎
回
貴
重
な
体
験
を
し
て
い

ま
す
。
私
は
自
然
が
大
好
き
な
の
で

時
々
山
登
り
に
も
挑
戦
を
し
て
い
ま

す
。
先
日
は
五
里
ヶ
峰
山
、
冠
着
山

に
登
り
、
気
持
ち
良
い
空
気
と
景
色

を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近
く
で
気
軽
に
登
れ
る
山
が
市
内
に

は
沢
山
あ
り
ま
す
ね
！ 

こ
れ
か
ら

新
緑
の
季
節
。
ま
た
山
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
現
在
、
信
州
千
曲
観
光
局
主

催
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に「
座

禅
と
寺
ヨ
ガ
体
験
」と
い
う
商
品
が

あ
り
ま
す
。開
眼
寺（
八
幡
）の
柴
田

住
職
に
よ
る
座
禅
の
指
導
と
お
寺
で

ヨ
ガ
体
験
と
い
う
コ
ー
ス
で
す
。

（
私
は
ヨ
ガ
ク
ラ
ス
を
担
当
）先
日

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
鶯

う
ぐ
い
すが
鳴
き
、
春
を

感
じ
る
清
ら
か
な
空
間
で
の
座
禅
と

な
り
ま
し
た
。
静
寂
な
お
堂
の
中
で

静
か
に
心
を
静
め
る
座
禅
は
、
忙
し

く
暮
ら
す
現
代
人
の
私
た
ち
に
と
っ

て
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
と

て
も
い
い
時
間
で
し
た
。
開
眼
寺
で

は
、
自
由
に
誰
も
が
い
つ
で
も
座
禅

で
き
る
よ
う
に
、
お
堂
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
！

▲

ヨ
ガ
体
験
を
行
な
う
開
眼
寺
の
座
禅
堂

▲

五
里
ケ
峰
か
ら
見
え
る
風
景

○
歯
周
病
の
原
因

　
歯
周
病
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
と
の
境

目
に
あ
る
溝
（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
）
に

で
き
た
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
（
細
菌
の

塊
）
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

　
歯
磨
き
時
の
出
血
な
ど
、
歯
ぐ
き

の
縁
だ
け
が
炎
症
を
起
こ
す
「
歯
肉

炎
」
の
状
態
か
ら
、
深
い
歯
周
ポ
ケ

ッ
ト
が
で
き
歯
を
支
え
る
骨
が
溶
け

始
め
る
「
歯
周
病
」
へ
と
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。

○
予
防
す
る
に
は

　
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
は
バ
リ
ア
ー
で

覆
わ
れ
て
い
る
の
で
薬
が
浸
透
し
に

く
く
効
か
な
い
た
め
、
歯
ブ
ラ
シ
で

丁
寧
に
磨
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
坦
な
歯
面
の
汚
れ
は
歯
ブ
ラ
シ

で
除
去
で
き
ま
す
が
、
歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
内
は
歯
ブ
ラ
シ
が
届
か
ず
、
バ
イ

オ
フ
ィ
ル
ム
は
ま
す
ま
す
成
長
し
、

歯
周
病
が
悪
化
し
ま
す
。
ま
た
、
自

分
の
口
内
は
自
分
で
し
っ
か
り
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
定
期
的

に
歯
科
医
院
で
検
診
を
受
け
、
専
門

家
に
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
内
の
清
掃
を
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
千
曲
市
歯
の
健
康
を
守
る
検
診
」

は
40
、
50
、
60
、
70
歳
の
人
が
受
診

で
き
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
対
象

者
３
５
０
３
人
中
、
受
診
者
３
３
５

人
、
受
診
率
は
９・
６
％
で
し
た
。

受
診
者
の
内
訳
は
図
の
通
り
で
す
。

　
検
診
結
果
は
、
歯
肉
出
血
の
あ
る

人
が
79
・
１
％
（
２
６
５
人
）、
深

い
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
人
が
39
・

２
％
（
１
３
９
人
）、
定
期
歯
科
検

診
を
う
け
て
い
る
人
が
42
・
５
％

（
１
５
１
人
）
で
し
た
。

　
歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
丁

寧
に
歯
を
磨
く
習
慣
を
つ
け
、
定
期

歯
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

70 歳

40 歳

60 歳

50 歳

128 人

82 人

76 人

49 人

▲平成29年度「千曲市歯の健康を守る検診」の年齢別受診
状況

信州ブレイブウォリアーズ
有料会員は豪華入会特典が盛りだくさん

　信州ブレイブウォリアーズでは 2017 － 2018 シ
ーズンの「ウォリアーズタウン」会員を募集中です。
入会無料のイエロー会員もあり、毎週１回信州ブレイ
ブウォリアーズの情報が掲載されるメルマガが届くの
で、いち早く情報を得ることができます。
　また、入会費３万５０００円のゴールド会員、入会
費３０００円のネイビー会員に入会すると会員限定 T
シャツや２階自由席のチケットなど豪華特典がたくさ
ん。
　ホームゲームへ来ると来場ポイントを付けることが
でき、グッズやチアリーダーと写真を撮るチャンスも
あります。
　さらに、６月末までに申し込みいただくと早期・継
続入会特典として最大５００ポイントの来場ポイント
が付きます。
　ウォリアーズの試合へ来る方はウォリアーズタウン
会員へ入会すると一般のお客様よりも楽しくなること

▲

ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
タ
ウ
ン
会
員
の
種
類
と

　
特
典
一
覧
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ちくまっこ通信

  
更埴子育て支援センター

上山田子育て支援センター　
○開館時間
　午前８時30分～午後５時
○休館日　
　【更　埴】毎週土曜日
　【上山田】毎週日曜日
○連絡先
　【更　埴】
　℡026-273-6180
　【上山田】
　℡026-275-6017

更埴子育て支援センター ( ４月お誕生日おめでとう会）

更埴子育て支援センター

開催日 内　容

6月7日（木） うたってあそぼう＆はハ歯の話

6月14日（木）うたってあそぼう＆大型絵本

6月21日（木）うたってあそぼう＆マジックショー

6月28日（木）うたってあそぼう＆工作　七夕飾りを作
ろう

上山田子育て支援センター

開催日 内　容

6月6日（水） うたってあそぼう＆歯科衛生士さんのお
話

6月13日（水）うたってあそぼう＆しゃぼん玉

6月20日（水）うたってあそぼう＆ちくママバンドコンサ
ート

6月27日（水）うたってあそぼう＆工作　七夕飾りを作
ろう

かつお角切り　　200g
濃口醤油　　　　大さじ１弱
酒　　  　　　　 小さじ１
しょうが（おろし）　３g
砂糖　　 　小さじ３分の２
片栗粉　　　適量
揚げ油　　　適量

①　濃口醤油、酒、しょうが、砂糖をかつおと合わせて10分程度
　漬け込む（しょうがは、生のものをおろしても、チューブ入り
　でも構いません）。

②　水気が多かったら少し切り、片栗粉をまぶして１７０度ほど
　　の油で揚げる。
＊　調味料の分量はお好みで変えてください。

【材料（4 人分）】

【作り方】

給食レシピ紹介

かつおの竜田揚げ
第２学校給食センター

午前10時～11時30分
（受付９時30分～）
＊開催日・会場・内容につい

ては、平成30年度の「暮ら
しのカレンダー」で確認する
か、子育て支援センターへ問
い合わせてください。

● 子育てひろば

午前10時～11時
上山田　今月はありません
更　埴　6月18日（月）
＊お母さん同士が交流をし

て、新しい友達を作りません
か。子育ての楽しみ、悩みな
どをお話ししましょう。

● ベビーママサロン

午前10時～午後３時
上山田　6月7日（木）
更　埴　6月13日（水）
＊子どもの成長発達や子ども

の食事について個別に栄養
士と相談できます。

　お気軽にお出かけください。

● 栄養相談

午前11時～正午 
（10分前にお越しください ）           
上山田　6月28日（木）
更　埴　6月29日（金） 
■持ち物　麦茶、お手ふき

■参加費　150円（写真代など）
■対象　   6月に生まれた子ども
              とその保護者です。
＊事前に各子育て支援センターに

申し込んでください。

● お誕生日おめでとう会

午前11時～11時30分

● 親子ふれあいミニミニ講座

「スマイル in　ちくま」への応募

をお待ちしています！

■応募方法

　①子どもの氏名（ふりがな）、性別、生年
　　月日　
　②保護者氏名　③住所　④電話番号
　⑤家族からのメッセージ（20 文字程度）
　を書いた用紙と写真を電子メールで提出し
　てください。
＊写真に子どもが複数いる場合は写真の位置
　を明記してください。
＊応募者多数の場合は、掲載に時間をいた
　だくことがあります。
■申込・問い合わせ先

　更埴庁舎・秘書広報課（内線 5223、電子
　メール koho@city.chikuma.lg.jp）

上山田子育て支援センター（４月お誕生日おめでとう会）

募集！

旬のかつおを竜田揚げにしました。揚げているので、
普段と違った食感でおいしく食べられます。

＊工作は事前に申し込みが必要です。
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まちの話題　ちくまトピックス このコーナーでは、地域の行事やイベントなどの様子を紹介します

市内のものづくり企業のグルー
プ（ものづくり千曲プラネット、金
属加工ネット千曲、食品ネット千
曲）の総会が、笹屋ホテルで行なわ
れました。総会では、それぞれ予
算や展示会の出展などの活動計画
が審議されました。

その後、シンガーソングライタ
ーの吉川忠英さんによる「音楽と
人と出会いと笑いと語り」と題した
講演会が行なわれました。歌あり
語りあり笑いありの講演に出席者
は、楽しいひとときを過ごしてい
ました。

松本平広域公園陸上競技場で「第 28 回長野県市町
村対抗駅伝競走大会」と「第 14 回長野県市町村対抗
小学生駅伝競走大会」が開催されました。

市の代表チームは、９区間 42.195 キロの一般の
部では 56 チーム中 9 位、４区間 6.1 キロの小学生
の部では 63 チーム中 25 位でした。選手全員が一丸
となった素晴らしい走りを見せてくれました。

第４回稲荷山 EN-NICHI が極楽寺で開催されまし
た。本イベントは「食べる」、「体験する」そして「人と
のふれあい・縁」を大切にし、まちに元気を取り戻そ
うと平成 28 年から行なわれています。

飲食や体験など市内外から 26 店が出店し、ダンス
や演奏なども行なわれました。当日は天候にも恵ま
れ、約４６０人の親子連れなどが楽しんでいました。

ＪＲ東日本の豪華寝台列車「TRAIN SUITE 四季
島」が運行開始１周年を迎えることを記念して、姨
捨駅で式典が開かれました。

四季島から降車したクルーから、おもてなし協力
者である観光ボランティアガイド「楽知会」の塚田
昭夫さん（戸倉）、合資会社高村商店の高村秋光さん

（羽尾）と山本副市長に花束が贈られました。

信州ブレイブウォリアーズ
のシーズン最終戦が戸倉体育
館で行なわれました。来シー
ズンからは建設中の新更埴体
育館で行われるため、今回が
戸倉体育館でのラストゲーム
でした。対戦相手は強豪「秋
田ノーザンハピネッツ」。今
シーズン戸倉体育館開催試合
最多の１６２６人が訪れまし
た。試合は負けてしまいまし
たが、最後まで大きな声援で
選手を後押ししました。

４月２７日　ものづくりネット総会５月６日　信州ブレイブウォリアーズ最終戦

４月２８日　長野県市町村対抗駅伝競走大会４月２８日　稲荷山 EN-NICHI５月５日　T
ト ラ ン

RAIN S
ス イ ー ト

UITE 四季島運行１周年

貯湯槽（シャワーなどで使用するお湯を貯めてお
くところ）のお湯漏れのため、昨年８月から休館し
ていましたが、修繕工事が終わり、５月１０日より
営業を再開しました。利用者の皆さんには、長期に
わたりご不便、ご迷惑をおかけしました。

休館前と同様に大勢の皆さんの利用をお待ちして
います。

５月１０日　竹林の湯の営業が再開
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人の動き

 世帯数　21,952　（＋52）

 人　口　59,568人（＋24）

 　男　　28,835人（＋25）

 　女　　30,733人（－1）

平成27年国勢調査からの推計人口
（平成30年５月１日現在） 平成30年

４月中の動き
転入 208人
転出 146人
出生 23人
死亡 61人

編

集

　

記

後

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
２

か
月
が
経た

ち
ま
す
が
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
事
で
す
が
4
月
の
人
事
で

秘
書
広
報
課
に
異
動
し
て
き

ま
し
た
。仕
事
柄
取
材
等
で
不

規
則
な
勤
務
に
な
っ
て
お
り
、

「
５
月
病
」と
い
う
言
葉
も
忘

れ
る
く
ら
い
慌
た
だ
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。と
、
思
っ
て
ネ
ッ

ト
を
見
て
い
た
ら「
６
月
病
」

と
い
う
言
葉
を
見
つ
け
ま
し

た
。流
行
に
は
疎
い
の
で
自
分

は
関
係
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

気
を
付
け
て
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
　
　
澤
上

ま
ち
づ
く
り
情
報
紙「
ち
く
ま
未
来
カ
フ
ェ
通
信
」、「
ウ
ォ

リ
ア
ー
ズ
タ
ウ
ン
レ
タ
ー
」。市
報
千
曲
と
一
緖
に
配
ら
れ
て

い
る
た
め
、
目
に
し
て
い
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。こ
れ
ら
を
制
作
し
て
い
る
の
が
編
集
事
務
所「
ち
い
さ
な

知
の
は
や
し
」代
表
の
小
林
稜
治
さ
ん
だ
。

小
林
さ
ん
は
、戸
倉
上
山
田
中
学
校
で
行
な
わ
れ
て
い
た
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
と
が
び
」を
経
験
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
芸
術
系
の
大
学
に
進
学
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
や
編
集
を

学
ん
だ
後
、
長
野
県
内
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
る
学
び
の
イ
ベ

ン
ト「
ま
ち
の
教
室
」や
、
小
諸
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
。千
曲
市
で
は
、
先
述
の
ま
ち
づ
く
り

情
報
紙
の
制
作
の
ほ
か
、
屋
代
駅
前
通
り
商
店
街
に
あ
る「
和

か
ふ
ぇ 

よ
ろ
づ
や
」の
運
営
、
大
学
生
と
の
協
働
企
画
の
実

施
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
。「
自
分
の
ス
キ
ル
や
経
験

を
活い

か
し
て
、
人
の
役
に
立
て
た
の
が
た
ま
た
ま“
ま
ち
づ
く

り
”の
分
野
で
し
た
。自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
も
い
た
だ
け
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
千
曲
市
を
想
像
す
る

と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
」と
笑
顔
で
話
す
。

今
春
、
発
行
さ
れ
た『
地
域
協
働
に
取
り
組
む
人
が
最
初
に

読
む
本
』も
小
林
さ
ん
が
編
集
を
し
た
媒
体
の
一
つ
。こ
れ
は

「
N
P
O
法
人
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト 

ち
く
ま
社
中
」と
市
が
協

働
事
業
の
一
環
で
作
成
し
た
も
の
で
、
市
民
と
行
政
が
お
互
い

の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

小
林
さ
ん
が
編
集
を
行
な
う
上
で
、
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

は「
読
ん
だ
人
に
ど
ん
な
変
化
が
起
き
る
か
」を
考
え
る
こ
と

だ
と
い
う
。「
今
後
は
戸
倉
上
山
田
温
泉
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

作
っ
て
み
た
い
。自
分
と
同
年
代
の
人
で
も
楽
し
め
た
り
、
地

域
の
人
に
と
っ
て
当
た
り
前
す
ぎ
て
見
過
ご
し
て
し
ま
う
密

か
な
魅
力
を
伝
え
た
り
で
き
れ
ば
」と
声
を
弾
ま
せ
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
最
前
線
を
走
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
大
事
だ
が
、

そ
れ
に
寄
り
そ
う
人
も
重
要
で
あ
る
。小
林
さ
ん
の
活
躍
の
場

は
、こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

チクマ
ビト
ＮＯ．34

編集者　小林　稜治さん（上徳間・26歳）

まちづくりの「伴走者」として

編集の力を活
い

かす

●チクマビトとは・・・ 市外で活躍している千曲市出身者や市内で頑張っている人を
「チクマビト（千曲人）」として紹介しています。

　千曲市から災害情報、
防犯情報などを電子メ
ールでお届けします。

▲利用登録はこちら▲利用登録はこちら

毎月最新の市報をスマホ
やタブレットにお届けし
ます。


